
次

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

「平
成
２０
年
度
決
算
」
発
表

‐
―
―
‐
―
‐―
１

２

お
知
ら
せ

。
第
３８
回
四
国
地
方
本
部
総
会
開
催

支
部
だ
よ
り

。
第
九
回
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
表
彰

（愛
媛
）

‐―
―
―
‐

。
第
４８
回
高
知
電
友
会
総
会
開
催

（高
知
）

‐―
―
―
―
‐―
‐
―

・
親
睦
バ
ス
旅
行

「壱
岐

。
対
馬
の
旅
」
（高
知
）

特
別
寄
稿

。
「電
信
雑
感
」

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

・
「
ロ
シ
ア
紀
行
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

環
境
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
生
き
が
い

Ｍ

ｏ
Ｍ

（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
）
コ
ー
ナ
ー

≪「 "チョーサ“海渡行 」 (撮影)正 木 康晴さん≫

。
私
の
今

私

は

今

。
「会
員
の
み
な
さ
ん
の
近
況
」

サ
ー
ク
ル
紹
介

・
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

「人

一
会
」
（香
川
）

・
茶
道
部

「な
ご
み
会
」
（徳
島
）

健
康
の
ペ
ー
ジ

。
大
腸
内
視
鏡
検
査
の
お
勧
め

電
友
会
２０
周
年
記
念
行
事
関
連
施
策

・
地
球
温
暖
化
防
止

（Ｃ
０
２
削
減
）
の
取
り
組
み

テ
ル
ウ
ェ
ル
だ
よ
り

ｏ
平
成
２‐
年
度

「介
護
予
防
教
室
」
の
ご
案
内

‐

。
「Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山
」
総
会
開
催

‐―
―

叙
勲
／
敬
弔
／
表
紙
の
言
葉
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第 147号 友壺
嘔国

△
本 平 成 21年 7月

☆
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
「
平
成
２０
年
度
決
算
」
発
表

腱

ぃ７経孵酬繊̈
鶉

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
５
月
１３
日
、
平
成
２０
年
度

（第

１０
期
）
の
決
算
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

年
度
当
初
に
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
中
期
経

営
戦
略
」
を
策
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
ス
タ
ー

ト
の
年
と
し
て
　
①
光
の
普
及
拡
大
と
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
本

格
的
な

エ
リ
ア
拡
大
　
②
成
長
戦
略
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
　
③
徹
底
的
な

コ
ス
ト

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

年
度
後
半
に
は
急
激
な
景
気
後
退

の
影
響
も
あ

り
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

一
年

で
し
た
が
、
社
員
が

一
丸
と
な

っ
て
「営
業
収
益
１

兆
８
２
４
３
億
円

（対
前
年
７
６
９
億
円
減
）
Ｌ
経

常
利
益
１
９
５
億
円

（対
前
年
５
３
億
円
減
）
」
と

な
り
、
減
収

・
減
益
な
が
ら
も
当
初
の
目
標
利
益
を

上
回
る
水
準
で
黒
字
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
期
純
利
益
は
前
年
の
赤
字
か
ら
大
幅
な

改
善
を
果
た
し
、
１
５
４
億
円
の
黒
字
を
確
保
し
ま

し
た
。
営
業
収
益
の
状
況
と
し
て
は
非
常
に
厳
し
く
、
既

存
サ
ー
ビ
ス
収
入
は
、
光
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
移
行
に
伴

う
固
定
電
話
契
約
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年

１
４
０
２
億
円
減
の
１
兆
２
０
９
５
億
円
と
大
幅
な

減
収
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
系
サ
ー
ビ
ス
収
入
に
つ
い
て
は
　
①
フ
レ
ッ

ツ
光
の
契
約
数
が
年
度
末
に
は
４
８
４
万
契
約
に
達

し
た
こ
と
　
②
光
関
連
商
品
の
加
入
者

一
人
当
た
り

の
月
間
平
均
収
入
が
、
前
年
と
比
較
し
て
１
６
０
円

増
と
着
実
に
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
対
前
年
７
４
５

億
円
増
の
４
６
０
４
億
円
と
な
り
、
営
業
収
益
に
占

め
る
割
合
も
２５
％
に
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
順
調
な
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
Ｉ
Ｐ
系
サ
ー
ビ
ス
収
入
で

は
既
存
サ
ー
ビ
ス
収
入
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
し
き

れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
減
益
を
カ
バ
ー
し
た
の
が
、　
エ
リ
ア
フ

リ
ー
業
務
の
拠
点
集
約
や
１
１
６
受
付
時
間
の
見
直

し
な
ど
に
よ
る
効
果
人
員
を
活
用
し
た
外
部
委
託
作

業
の
内
製
化
を
は
じ
め
と
す
る
経
費
削
減
施
策
で
し

た
。あ
ら
ゆ
る
分
野
を
対
象
に
徹
底
的
な

コ
ス
ト

コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
営
業
費
用
ト
ー
タ

ル
で
対
前
年
７
０
７
億
円
減
の
大
幅
な

コ
ス
ト
削
減

を
実
現
し
ま
し
た
。

フ
レ
ツ
ツ
光
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
は
ゲ
ー

ム
機
に
フ
レ
ツ
ツ
光
を

つ
な
い
で
楽
し
む
新
た
な
利

用
シ
ー
ン
の
提
案
や

「ひ
か
り
Ｔ
ｖ
Ｌ
フ
レ
ッ
ツ

・

テ
レ
ビ
」
な
ど
の
映
像
系
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
強
化
に

よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
さ
れ
な
い
ユ
ー
ザ
ー
の
開

拓
に
注
力
し
た
結
果
、
年
度
後
半
に
は
景
気
悪
化
に

よ
る
消
費

マ
イ
ン
ド
の
冷
え
込
み
や
住
宅
市
場
の
低

迷
な
ど
の
逆
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
開
通
数
に

つ
い
て
は
前
年
を
上
回
る
数
を
確
保
す
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

一
方
、
純
増
数
は
契
約
数
の
増
加
に
伴

っ
て
解
約

数
が
大
き
く
膨
ら
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
１
０
３
万
契

約
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
３
年
連
続
で
１
０
ｏ
万

契
約
の
大
台
を
超
え
た
こ
と
で
、
契
約
数
は
４
８
４

万
契
約
に
到
達
し
、
光
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
減
収
傾
向
に
早
期
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
ト
ー
タ
ル
と

し
て
収
益
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
①
Ｎ
Ｇ
Ｎ
を
活
用
し
た
他
事
業

者
や
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
ベ
ン
ダ
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ
ン
ア
ツ
プ
の
充
実
　
②
デ
ジ
タ

ル
シ
ネ

マ
事
業
の
本
格
展
開
　
③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ソ
ル
マ
ー

レ
に
よ
る

コ
ミ
ッ
ク
事
業
の
海
外

へ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

供
給
開
始
や
公
告
媒
体
ビ
ジ
ネ

ス
の
本
格
展
開
　
④

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

‐
ホ
ー
ム
テ
ク
ノ
各
社
を
中
心
と
し

た
家
電
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
の
協
業
に
よ
る
情
報
家
電

保
守
な
ど
の
新
規
事
業
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
で
、
将
来
の
新
た
な
収
益
源
と
し
て
育
て
て

い
き
ま
す
。

平
成
２‐
年
度
の
目
標
利
益
を
確
保
す
る
上
で
は
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
と
同
時
に
、
引
き
続
き

コ
ス
ト

コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
件
費
と
経
費
の
合
計
額
で
見
た
場
合
、
平
成
１９

年
度
実
績
と
比
較
し
て
８
０
０
億
円
以
上
低
減
さ
せ

る
こ
と
を
今
年
度

の
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。具
体
的
に
は
平
成
２０
年
度
か
ら
の
継
続
的
な
施
策

に
加
え
　
①
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
部
門
の
省
力
化

。
無
人

化
　
②
Ｗ

ｅ
ｂ
等
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
チ
ヤ
ネ
ル
ヘ
の

誘
引
に
よ
る
販
売

コ
ス
ト
の
効
率
化
　
③
故
障
修
理

に
お
け
る
無
効
派
遣
の
削
減
な
ど
に
よ
る
故
障
受
付

・
故
障
修
理
業
務
の
効
率
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
削
減
を
図

っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
、
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地
球
環
境
に
優
し
く
、
社
会
の
健
全
で
持
続
的
な
発

展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
企
業
の
社
会
的
責
任
と

捉
え

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
憲
章
」
を
基
本
に

個
人
情
報
保
護
の
徹
底
を
は
じ
め
と
し
た
法
令
等
の

遵
守
は
も
と
よ
り
、
安
心

。
安
全
な
通
信
イ
ン
フ
ラ

の
提
供
に
よ
る
信
頼
の
維
持

・
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
た
社

会
全
体
の
環
境
付
加
低
減

へ
の
貢
献
、
自
ら
の
事
業

活
動
に
伴

っ
て
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
な
ど

環
境
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
平
成
２‐
年
度
は
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り

「営
業
利
益
５
０
億
円
」
「経

常
利
益
１
０
０
億
円
」
及
び

「
フ
レ
ッ
ツ
光
純
増
数

１
１
０
万
契
約
」
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
事
業
運

営
を
行

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
四
国
電
友
会
会
員
皆

様
の
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平成20年度 (第 10期 )決算概要
(H20.4.1～ H21.3.31)

西日本電信電話株式会社

H20年度 H19年度 増 減 増減率 業績予想
(H21 2 274ヽ 議2)

増 減

営 業 収 益 18,243 19,012 △ 769 △ 4 0% 18,290 △ 46

営 業 費 用 18、 165 18,873 △ フ07 △ 3_ 7% 18,240 △ フ4

営 業 利 益 139 △ 61 △ 44.2% 50 +27

経 常 却l益 248 △ 53 △ 21.60/● 100 +95

当期純泰1益 154 △ 377 ■531 60 ■ 94

設 備 投 資 3,782 3,744 +38 +100/0 4.050 △ 267

鴫

耀

贔

製
諄
Ъ

電
友
会
四
国
地
方
本
部
は
四
月
二
十
三
日
、
松
山

市
の
ピ

ュ
ア
フ
ル
松
山
勤
労
会
館
に
お
い
て
各
県
支

部
代
議
員

（四
十
六
名
）
が
参
加
し
、
第
二
十
八
回

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
ま
ず
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷
を
行

い
、
栗
田
本
部
長
の
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

≪ 第38回 電友会四国地方本部総会の模様 ≫
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日
本
四
国
事
業
本
部
長

（代
理

‥
柳
川
瀬
総
務
部

長
）
、
電
友
会
本
部
林
会
長
か
ら
の
祝
辞
の
あ
と
「第

十
八
回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
賞
」
受
賞
者

（愛

媛
県
支
部

・
神
中
静
夫
さ
ん
、
香
川
県
支
部

。
川
田

ユ
リ
子
さ
ん
）
、
及
び

「第
九
回
長
期
継
続
団
体
賞
」

受
賞
団
体

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
亀
友
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ

ル
ー
プ
）
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
総
会
の
議
長
に
愛
媛
県
支
部
の
古
河
代

議
員
を
選
出
し
、
平
成
二
〇
年
度
事
業
報
告
、
同
収

支
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

。

引
き
続
き
平
成
二
十

一
年
度
事
業
計
画
及
び
同
収

支
予
算
計
画
が
審
議
さ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

☆
　
平
成
二
十

一
年
度
事
業
計
画

現
在
、
世
界
的
に
は
未
曾
有

の
経
済
危
機
に
遭

遇
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
情
報
通
信
分
野
に
も
そ

の
影
響
が
波
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
下
に
お
い
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
で
は
、
フ
レ
ッ
ツ
光
等

Ｉ
Ｐ
商
品
の
拡
販

や
各
種

コ
ス
ト
削
減
施
策
等
に
よ
る
効
率
化
を
図

る
と
と
も
に
、
将
来
を
展
望
し
た
高
品
質

の
次
世

代
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク

（
Ｎ
Ｇ
Ｎ
）

の
積
極
的
な
導
入

に
と
り
組
む
他
、
企
業

の
社
会
的
責
任
を
果
た
す

べ
く
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営

の
推
進
に
も
全
力
を
上
げ

て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
電
友
会
創
設
２０
周
年
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
記
念
行
事
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｃ
Ｓ

Ｒ
の
取
組
に
も
呼
応
し

「地
球
温
暖
化
防
止
」
に
向

け
た

〃
Ｃ
０
２
排
出
削
減
施
策

〃
に
つ
い
て
全
国
的

に
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
諸
情
勢
を
ふ
ま
え
、
四
国
電
友
会

の
平

成
二
十

一
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
に

つ
い
て
は

次
の
諸
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

１
　
会
員
の
心
豊
か
な
生
活
と
生
き
甲
斐
を
支
援

す
る
施
策
等
の
推
進

会
員
の
心
豊
か
な
生
活
と
生
き
甲
斐
を
支
援
す

る
観
点
か
ら
次
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

田

会
員
や
グ

ル
ー
プ

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を

支
援
し
、
そ
の
活
動
状
況
等
を
顕
彰

。
紹
介
す

Ｚ

Ｏ

。

ｕ

会
員
相
互
の
連
携
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
行
事
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
文

化
活
動
を
支
援
し
活
性
化
を
図
る
。

０

会
員
相
互
の
交
流

・
親
睦
を
目
的
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会

の
会
員
拡
大
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
会
報
の
充
実
等
に
努
め
る
。

一‐４‐

地
球
温
暖
化
防
止

。
Ｃ
０
２
排
出
削
減
施
策
を

推
進
す
る
。
（電
友
会
２０
周
年
記
念
行
事
関
連
）

〓

年
金
、
介
護
保
険
問
題
等
に
つ
い
て
会
報
等

で
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
提
供
す
る
。

い

団
体
割
引
の
有
利
性
を
活
か
せ
る
電
友
会
会

員
向
け
の
保
険

（自
動
車

・
団
体
傷
害

。
が
ん

保
険
等
）
に

つ
い
て
会
員
に
積
極
的
に
周
知

・

勧
奨
す
る
。

２
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ

及

び

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー

プ

に

対

す

る

支

援

ロ

協
力
活
動
の
推
進

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
次

の
支
援

。
協
力
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

ｍ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
商
品
販
売
、
イ
ベ
ン
ト

）

絆
略
種
販
売
施
策
を
積
極
的
に
支
援

・
協
力
す
一

口

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
推
進
す
る
Ｉ
Ｔ
普
及
に
協
力
す
る

．

た
め
、
．ハ
ソ
コ
ン
教
室
等
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、

指
導
者
の
確
保

。
育
成
に
努
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
者
の
底
辺
拡
大
に
寄
与
す
る
。

‐３‐

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
推
進
す
る

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動

（企
業
の
社
会
的
責
任
ご

に
対
す
る
支
援

。
協
力
を
さ
ら
に
強
化
す
る
観
点
か
ら
事
前
の

連
携
を
図
る
と
と
も
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
施
策

へ
の
参
加

を
促
進
す
る
。

‐４‐

〈
ム
員
の
地
域
社
会
貢
献
活
動
状
況
を
把
握
し
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
Ｌ
の
連
携
に
活
用
す
る
。

３
　
電
友
会
組
織
の
活
性
化
と
会
員
拡
大

電
友
会
組
織
の
拡
充

。
強
化
を
図
る
た
め
、
次

の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

‐１１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
退
職
者
説
明
会
で
の
入

会
勧
奨
を
強
化
し
、
後
フ
オ
ロ
ー
を
継
続
す
る
。

一り

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
を
深
め
、

退
職
者

へ
の
入
会
勧
奨
を
強
化
す
る
。

一一
未
加
入
者
の
入
会
勧
奨
に

つ
い
て
、
全
会
員

に
よ
る

”
日
常
的
呼
び
か
け

“
を
行
う
と
と

も
に
、
女
性
会
員
の
増
と
活
動
活
性
化
の
た
め

の
取
り
組
み
を
行
う
。

「
一一
会
報
等

の

「
手
配
り
」
の
拡
大
を
図
り
、
会

員
相
互
の
親
睦

。
交
流
及
び
連
携
の
強
化
を
図

フ（υ
。

一口

地
域
に
お
け
る
交
流
会
の
促
進

・
活
性
化
を

支
援
す
る
。
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第 147号 四
壺
嘔

△
本 平 成 21年 7月友国

科 目 金 額 記 事

前 期 繰 越 金 626

会 費 収 入 926 支部から

分 担 金 収 入 590 NTTから (総会費、会報費、名簿費の ‐部 )

配 付 金 収 入 7,305 本部から (人件費、運営補助費、中央会議費 )

総 会 収 入 60 祝い金

広 告 収 入 260 会員名簿・会報への広告掲載料

利 息 収 入 2

」他金乞受
そ
仮

1,000 保険周知宣伝協力費、公職等就任状況調査費

59

合 計 10,828

平成21年度収支予算書 (一般会計 )

(単位 :千 円 )(収入の部 )

(島 8
特別基金 (特別会計 )繰越金 2,146千 円

千円以下切捨表示

☆
　
一弔
九
回
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
表
彰

＝
話
友
会
民
踊
部
が
受
賞
＝

（愛
媛
）

平
成
二
十

一
年
度
第
四
十
人
回
愛
媛
電
友
会
総
会

に
お
い
て
、
話
友
会
民
踊
部
の
皆
さ
ん
が
第
九
回
愛

媛
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
賞

の
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

≪愛媛ボランティア活動賞を受賞した話友会民踊部の皆さん≫

の

科 目 金 額 記 事

事 業 費 915 会報発行費、名簿発行費、慶弔費

会 議 費 1,940
総会費、本部理事会、本部評議員会、 事務局長会
議、  地本理事会、編集委員会等

事 務 費 5,559 人
件費、用品費、通信費、コピー機借料、

データーベース整備 等

会 費 等 支 出 1,259 支部へ (III営補助費 )

そ の 他 支 出 400 支部へ (保険周知宣伝協力費)等

支 出 計 10,073

予 備 費 ○

次 期 繰 越 金 696

仮 受 金 繰 越 59
△
口 計 10,828

-5-
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話
友
会
民
踊
部
の
皆
さ
ん
は
昭
和
五
十
八
年
か
ら

今
日
ま
で
二
十
六
年
の
長
き
に
わ
た

つ
て
、
全
国
各

地
の
民
踊
の
ほ
か
、
松
山
地
方
に
お
け
る
伝
統
芸
能

「伊
予
万
才
」
を
通
じ
て
、
介
護
施
設
を
中
心
に
年

間
三
十
回
近
く
の
慰
問
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
に
対
し
て
、
毎
年
、
介
護
施
設
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
る
他
、
入
居
者
及
び
そ
の
家
族
、
介

護
従
事
職
員
等
か
ら
多
数
の
賞
賛
と
感
謝
の
声
が
届

け
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
活
動
と
し

て
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
々
厳
し
い
稽
古
を
積
み
重
ね
な
が
ら
技

能
向
上
に
努
め
、
松
山
市
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財

「伊
予
万
才
」
の
保
存

・
伝
承
に
も
尽
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

☆
　
第
四
十
八
回
高
知
電
友
会
総
会
開
催
（高
知
）

平
成
二
十

一
年
度
の
高
知
電
友
会
総
会
を
五
月
十

二
日
に
高
知
商
工
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
多
数
の
会
員
が
参
加
、
来
賓
と
し
て
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
（株
）
高
知
支
店
松
山
支
店
長
並
び
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会
今
井
会
長

の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
三
本
副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
ま
ず
物

故
会
員

（十
二
名
）
に
対
し
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

た
あ
と
中
西
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
松
山
支

店
長
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
長
寿
者
三
十
五
名

（米
寿
人
名
、
喜

寿
二
十
七
名
）
の
祝
福
が
行
わ
れ
、
出
席
の
長
寿
者

に
中
西
会
長
か
ら
祝
金
を
贈
呈
、
出
席
者
を
代
表
し

て
矢
野
恵
子
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
平
成
二
十
年
度
の
新
入
会
員
四
十
六
名
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
は
曽
我
純
司
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
平
成
二

十
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査

報
告
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
平
成
二
十

一
年
度
事
業
計
画

。
同
予
算
が

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
午
後
五
時
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

各
社
並
び
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
等
の
幹
部
を
交
え
た
総
勢

八
十
名
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催
、
和
や
か
に
午
後
七

時
過
ぎ
に
総
会
と
懇
親
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

☆
　
親
睦
バ
ス
旅
行
　
　
　
　
（高
知
）

∬

玄
界
灘
国
境
の
島

（壱
岐

。
対
馬
）

へ

∬

高
知
電
友
会
で
は
今
年
で
四
回
日
と
な
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ

労
組
退
職
者
の
会
と
合
同
の
親
睦
旅
行

（参
加
者
３８

名
）
を
五
月
二
十
六
日
か
ら
三
泊
四
日
の
日
程
で
実

施
し
ま
し
た
。

「旅
は
着
く
こ
と
よ
り
も
楽
し
い
道
中
が
よ
い
」

と
い
う
と
お
り
、
旅
の
楽
し
さ
は
目
的
地
に
到
着
す

る
こ
と
よ
り
も
、
見
知
ら
ぬ
土
地
の
風
景
や
食
事
、

未
知
の
人
々
と
の
出
会
い
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
旅

す
る
道
中
に
あ
る
。

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
、
高
知
出
発
か
ら
バ
ス

・
船

の
中
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
は
初
め
て
の
夕
方
出
発
で
、
須
崎
市
を
１７
時

に
出
発
、
松
山
観
光
港
フ
エ
リ
ー
乗
船
、
船
中
泊
。

二
日
～
三
日
目
に
か
け
て
は
壱
岐

。
対
馬
の
名
所

旧
跡
観
光
な
ど
を
堪
能
、
今
回
は
フ
エ
リ
ー
に
六
回

延
べ
約
十
七
時
間
も
の
船
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

最
終
四
日
目
の
帰
り
便
は
風
波
の
影
響
で
航
路
変

更
な
ど
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
玄
界
灘

の
荒
波
に
歓
迎
さ
れ
な
が
ら
も
、
全
員
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
、
二
十

一
時
頃
高
知
着
と
な
り
、
元
気

一
杯
で

バ
ス
と
船
の
長
旅
を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

対
馬
鳥
帽
子
展
望
台
で
は
、
残
念
な
が
ら
お
隣
の

国
、
韓
国
釜
山
を
望
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
い
に
し
え
か
ら
大
陸
文
化
の
玄
関
口
で
、
玄
界

灘
に
浮
か
ぶ
国
境
の
島
の
旅
は
、
聞
き
し
に
勝
る
荒

波
と
共
に
深
く
思
い
出
に
残
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

≪対馬の観光名所「万松院」にて記念撮影≫
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第 147号 友壺電国 平 成 21年 7月

井
代
　
順
之

　

（川
崎
市
）

昨
年

（２
０
０
８
年
）

は
、
松
山
の
電
話
サ
ー

ビ
ス
開
始
百
年

の
記
念

す
べ
き
年
で
、
そ
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
や

Ｐ
Ｒ

も
行
わ
れ
、
多
く
の
人

の
電
話

へ
の
認
識
を
深

め
た
年
で
あ

っ
た
。

云
う
ま
で
も
な
く
こ
の

一
世
紀
に
亙
る
電
話
の
進

歩
発
展
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
今
日

一
人

一

台
に
近
い
普
及
を
見
る
に
至

っ
て
い
る
電
話
は
、
も

は
や
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
存
在
と
な

っ
て
い
る
。

電
話
に
対
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
社
名
の

一
部
に
も
な

っ

て
い
る
も
う

一
方
の
柱
の
電
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
松
山

で
は
電
話
よ
り
３０
年
も
早
い
明
治
Ｈ
年

（
１
９
７
８

年
）
以
来
の
長
い
歴
史
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
間
、

市
民
の
緊
急
の
連
絡
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た

も
の
の
、
現
在
で
は
電
話
の
普
及
に
伴

っ
て
、
慶
弔

の
儀
礼
や
そ
の
他
特
別
の
用
途
以
外
に
は
殆
ど
使
わ

れ
な
く
な

っ
た
。

し
か
し
、
今
で
も
電
柱
の
こ
と
を
電
信
柱
と
呼
ぶ

中
年
以
上
の
方
も
多
い
こ
と
な
ど
に
、
か
つ
て
電
報

が
日
常
生
活
に
密
接
な
関
係
を
持

っ
て
い
た
こ
と
を

偲
ば
せ
、
ま
た
、
人
生
の
様
々
な
局
面
で
電
報
を
使

用
し
た
経
験
を
持

つ
方
や
、
こ
の
業
務
に
携
わ
リ
モ

ー
ル
ス
符
号
と
付
き
合

っ
た
方
な
ど
も
電
報
に
対
し

）
て
そ
れ
な
り
の
思
い
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
と
思
う
。

今
秋
に
放
映
が
予
定
さ
れ
て
い
る
歴
史
小
説

「坂

の
上
の
雲
」
の
中
に
も
、
明
治
期
に
お
け
る
電
報
の

使
用
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

そ
れ
は
日
露
戦
争
当
時
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
を

目
指
し
て
対
馬
海
峡
を
北
上
す
る
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ

ッ
ク
艦
隊
を
最
初
に
発
見
し
た
宮
古
島
の
漁
師
の
情

報
を
伝
え
る
た
め
、
地
元
の
久
松
地
区
の
５
人
の
青

年
が
電
信
局
の
あ
る
１
７
０
ｍ
離
れ
た
隣
の
石
垣
島

ま
で
‐５
時
間
、
丸
木
舟
を
操
り
、
さ
ら
に
島
内
を
５

時
間
か
け
電
信
局
に
赴
い
て
、
任
を
果
た
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
夏
目
漱
石
が
坊
ち
ゃ
ん
を
発
表
し
た

一
年

前
の
こ
と
で
、
当
時
の
国
民
の
国
難
に
対
す
る
強
い

思
い
と
、
電
信
に
対
す
る
緊
急
時
の
必
要
性
を
伝
え

て
興
味
深
い
。
な
お
宮
古
島
に
は
昭
和
４‐
年
に
こ
の

５
人
の
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
壮
挙
を
称
え
て
い
る
。

さ
て
電
信
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
日
本
で
は
安
政

元
年

（１
８
５
３
年
ヽ
ヘ
リ
ー
が
再
来
日
し
た
際
に
、

電
信
機
を
幕
府
に
献
上
し
た
旨
の
記
録
が
残
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
我
が
国
で
は
こ
の
ペ
リ
ー
の
電
信
機
渡
来

前
の
嘉
永
２
年

（１
８
４
９
年
）
に
信
州
の
洋
学
者

で
思
想
家
の
佐
久
間
象
山
が
、
洋
書
を
参
考
に
作
成

し
た
電
信
機
を
用
い
て
、

７０

ｍ
の
区
間
で
実
験
を
行

っ
た
と
云
わ
れ
、
こ
れ
が
我
が
国
最
初
の
電
信
と
さ

れ
て
き
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
ペ
リ
ー
の
電
信
機
渡
来
百
年
後
の
昭
和

２８
年
に
電
信
電
話
公
社
名
で
象
山
が
実
験
を
行

っ
た

長
野
県
松
代
の
地
に
「電
信
発
祥
の
地
」
と
記
し
た
記

念
の
碑
を
建
立
し
て
い
る
。

し
か
し
、
最
近
の
検
証
で
は
佐
久
間
象
山
の
実
験

時
期
は
実
際
に
は
そ
の
Ｈ
年
後
の
万
延
元
年

（
１
８

６
０
年
）
で
あ

っ
た
と
も
云
わ
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
四
国
で
も
伊
予
大
洲
の
医
学
者
三

瀬
諸
淵
は
、
安
政
５
年
８
月

（１
８
５
８
年
）
に
長

崎
よ
り
持
ち
帰

つ
た
電
信
機
を
使
用
し
て
、
肱
川
を

挟
ん
で
９
８
０

ｍ
の
電
線
を
張
り
、
実
験
を
行

っ
て

成
功
さ
せ
て
い
る
。
実
験
当
日
は
肱
川
高
河
原
は
黒

山
の
人
だ
か
り
で
、
群
衆
は
あ
ま
り
の
不
思
議
さ
に

切
支
丹
伴
天
連

の
魔
法
と
評
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

（大
洲
新
報
）

三
瀬
諸
淵
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
孫
と
結
婚
し
た
人
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
実
験
は
前
記
の
佐
久

間
象
山
の
嘉
永
２
年
説
が
誤
り
で
あ
れ
ば
、
日
本
で

の
民
間
人
が
行

っ
た
最
初

の
実
験
と

な
る
。

今
年

（
２
０
０
９
年
３
月
）
は
こ
の
実
験
の
年
か

ら
数
え
て
百
五
十
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
が
、

電
信
電
話
の
沿
革
史
の
な
か
で
も
こ
の
事
実
は
あ
ま

三瀬諸淵 (1839～ 1877)蘭 学者
大洲市出身、シーボルトの孫娘高子と結婚、

大阪に医学校兼病院を開設して後輩を育成

みせもろふち

三瀬諸淵 (1839～ 1877)
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り
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
四
国
の
電
電
人

で
も
知
ら
な
い
人
が
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

四
国
電
気
通
信
局
で
は
昭
和
５６
年
６
月

（
１
９
８

４
年
）
に
当
時
の
通
信
局
長
藤
田
史
郎
氏
が
大
洲
局

の
電
信
サ
ー
ビ
ス
開
始
百
年
を
記
念
し
て
「日
本
に

お
け
る
電
信
の
黎
明
」
と
記
し
た
碑
と
由
来
を
記
し

た
案
内
板
を
現
地
で
あ
る
人
幡
神
社
前
に
建
て
て
お

り
、
ま
た
、
大
洲
市
で
も
地
元
の
生
ん
だ
偉
人
三
瀬

諸
淵
の
史
跡
の

一
つ
と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
こ
の
よ
う
に
電
信
に
関
係
し
た
碑
を
建

ｏ

社
は
飲
紹
獄
翻

妬
　
え
て
来
た
趣
旨

腱
　
を
考
え
れ
ば
、

曲
　
こ
れ
ら
の
歴
史

出
　
¨
螂
喉
一
層っ
か

螂
　
く
の
人
に
も
知

断
　
っ
て
貰
う
こ
と

０
　
が
望
ま
れ
る
。

と
も
あ
れ
三
瀬
諸
淵
の
実
験
以
来
満
百
五
十
年
の

年
に
あ
た
り
、
改
め
て
我
が
国
の
電
信
の
先
覚
者
が

中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
四
国
か
ら
輩
出
し
て
い
る
こ

と
に
畏
敬
の
念
を
抱
く
と
共
に
、
斜
陽
化
し
た
電
信

の
現
状
と
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ア
ッ
ク
ス
な
ど
最
近

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
激
な
発
展
に
つ
い
て
思
い
を

巡
ら
し
て
、
地
下
の
諸
淵
に
こ
の
こ
と
に
関
し
如
何

に
思
う
か
聞
い
て
み
た
い
気
が
す
る
。

古
き
を
尋
ね
て
新
し
い
も
の
を
知
る
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。

き
が
い
を
感
じ

。
人
生
を
楽
し

∬

ロ
シ
ア
紀
行

∬

岡
部
信
子
さ
ん

（松
山
市
）

昨
夏
の
十
力
国
目
の
海
外
旅
行
は
、
ツ
ア
ー
旅
行

で
は
味
わ
え
な
い
最
高
の
旅
で
し
た
。
人
情
に
国
境

は
な
く
、
真
実
は
常
に
美
し
い
も
の
で
し
た
。

で
は
、
そ
の
ロ
シ
ア
訪
間
に
つ
い
て
、
そ
の
動
機

か
ら
順
次
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〓

訪
日
の
動
機

私
は
、
肖
像
画
家
と
し
て
約
四
十
年
間
関
西
系
テ

レ
ビ
局
の
専
属
画
家
と
し
て
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
千
五
百
人
有
余
の
方

々
の
画
を
描
か
し

て
頂
き
ま
し
た
。
肖
像
画
を
末
永
く
描
か
せ
て
頂
く

た
め
に
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
第

一
で
す
。

リ

ハ
ビ
リ
で
始
め
た
日
本
舞
踊
は
、
次
第
に
発
展

し
各
施
設
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
慰
問
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
多
数
の
方
に
描
か
せ
て
頂
い
た
画
の
お

礼
の
気
持
ち
で
の
出
演
は
、
私
の
生
き
甲
斐
で
し
た
。

あ
る
時
、
私
の
踊
り
を
観
て
い
た
愛
媛
県
青
少
年

育
成
協
議
会
会
長
向
井
正
次
郎
さ
ん
か
ら

ロ
シ
ア

（ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
）
で
踊

っ
て
欲
し
い
旨
、
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

折
し
も
、
結
婚
五
十
周
年
で
も
あ
り
、
夫
と
相
談

し
金
婚
式
記
念
を
兼
ね
て
の
訪

口
と
な

っ
た
の
で

す
。

〓

訪
問
先
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
州
は
、　
ロ
シ
ア
の
中
央
に
位
置

し
、
州
都
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ク
ス
市
は
、
人
口
約
百
五
十

万
人
で
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、　
ロ
シ
ア
北
部
と
東

部
を
結
ぶ
巨
大
な
交
通
機
関
の
拠
点
で
、
経
済
発
展

は
目
覚
ま
し
く
、　
ロ
シ
ア
の
シ
カ
ゴ
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

〓

ホ
ー
ム
ろ
ア
イ
先

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
国
際
空
港
に
出
迎
え
て
下
さ

つ

た

エ
ブ
ゲ
イ

ニ
エ
氏
は
、
立
派
な
体
格
で
あ

っ
た
。

覚
え
た
て
の
ロ
シ
ア
語
の
挨
拶
は
上
手
に
言
え
た

か
ど
う
か
、
上
気
し
て
い
た
の
で
定
か
で
は
な
い
。

延
々
と
続
く
自
樺

。
と
ど
松
の
原
野
を
突

つ
走
る

ト
ヨ
タ
の
大
型
車
、
凡
そ

一
時
間
三
十
分
後
に
到
着

し
た
所
は
、
砦
さ
な
が
ら
の
堅
牢
な
住
居
で
、
そ
こ

が
、
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

し
た
。

≪日口交流会館で日舞を披露する岡部さん≫
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〓

エ
ブ
ゲ
イ
一王
家
の
家
族

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
エ
ブ
ゲ
イ

ニ
エ
家

の
家
族

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
ご
主
人

エ
ブ
ゲ
イ

ニ
エ
さ
ん

（
５０
才
）
、
美
し
い
笑
顔
、
素
敵
な
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

の
奥
様
ス
エ
ッ
タ
さ
ん
（
４３
才
）
、
大
人
の
雰
囲
気
を

持
ち
合
わ
せ
、　
ロ
シ
ア
ン
神
秘
を
感
じ
さ
せ
る
愛
娘

キ
セ
イ
ナ
ち
や
ん
（
１３
才
）
、
青
い
日
、
金
髪
、
白
い

頬
の
少
年

（
Ｈ
才
）

の
家
族
四
人
と
愛
犬

一
匹
で
し

た
。

〓

滞
在
ア
ラ
カ
ル
ト

エ
ブ
ゲ
イ

ニ
エ
さ
ん

一
家
は
、
英
語
と
日
本
語
を

交
え
対
応
し
て
下
さ
る
な
ど
、
そ
の
き
め
細
や
か
な

気
配
り
に
毎
日
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。

滞
在
中
に
、
今
な
お
記
憶
に
残
る
出
来
事
を
何
点

か
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
　
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り

あ
る
日
の
午
前
、
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
を
聞
か

せ
て
頂
い
た
。

選
ホ
じ
ら
れ
た
遊
び
」
「
百
万
本

の
バ
ラ
」
「カ
チ

ュ
ー
シ
ヤ
」
な
ど
五
人
で
歌

つ

て
笑

っ
た
楽
し
い
朝
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

◎
　
和
服
姿
の
ス
エ
ッ
タ
さ
ん

夫
人
の
依
頼
で
和
服
を
着
付
け
た
。
は
し
ゃ
ぎ

な
が
ら
ご
主
人
と
カ
メ
ラ
に
。
写
真
は
二
人
の
ご

両
親
に
贈
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

◎
　
キ
セ
イ
ナ
ち
や
ん
と
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

ニ
人
で
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
打

つ
た
。
笑
い
と
歓

声
の
連
続
。
私
達
を
見
守
る
エ
ブ
ゲ
イ

ニ
エ
さ
ん

と
そ
の
愛
犬
。

ロ
シ
ア
で
の
タ
ベ
の
ひ
と
と
き
で

し
た
。

◎
　

一
輪
の
黒
い
バ
ラ

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
日
ソ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の

踊
り
を
終
え
帰
宅
す
る
と
、
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
の
姿

見
の
と
な
り
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
活
け
ら
れ
た

「黒
バ
ラ

一
輪
」
。
あ
あ
、
ね
ぎ
ら
い
の
花
、
ス
エ

ツ
タ
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
　

感
謝
、
感
謝
、
感
謝
。

（）

僕
、
必
ず
日
本

ヘ

「先
生
の
踊
り
を
見
て
、
僕
は
日
本
に
行
き
た

く
な

っ
た
。
今
日
か
ら
日
本
語
を
勉
強
し
ま
す
．
」

「き

つ
と
来
て
下
さ
い
。
」
私
は
、
十

一
才
の
少
年

の
頭
を
優
し
く
な
で
た
。

〓

別
れ
に
泣
い
た
空
港

遂
に
、
そ
の
時
は
来
た
。

私
は
、
振
り
向
い
て
キ
セ
イ
ナ
ち
や
ん
の
肩
を
抱

い
た
．
彼
女
の
肩
が
ふ
る
え
か
細
い
指
の
間
か
ら
人

粒
の
涙
が
流
れ
、
ス
エ
ッ
タ
さ
ん
も

「信
子
さ
ん
」

と
声
を
詰
ま
ら
せ
、
両
手
で
顔
を
お
お

つ
て
泣
く
、

万
感
こ
み
上
げ
二
人
は
泣
く
ば
か
り
で
し
た
。

異
国
で
の
こ
の
深
い
感
動
の
絆
、
こ
れ
は

一
体
何

を
語
ろ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

〃
人
そ
（
ぼ
　
パ
の
旅
人

た
い
ム
会
い
　
そ
薇
ぼ
だ
の
宦
孝

〓

あ
と
が
き

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
得
る
こ
と
の
で
き
た
心

と
心
の
ふ
れ
あ
い
、
そ
れ
は
ま
さ
に
万
国
共
通
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、　
エ
ブ
ゲ

イ

ニ
エ
一
家
と
の
涙
の
別
れ
は
終
生
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
画
期
的
な
体
験
で
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、　
ロ
シ
ア
訪
間
の
機
会
を

与
え
て
下
さ
り
、　
ロ
シ
ア
で
最
高
の
思
い
出
深
い
体

験
を
さ
せ
て
頂
い
た
関
係
諸
氏
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

りし

≪ホームステイ先のエブゲイニエ家の皆さんと(右倶1二人岡部さん夫妻)≫
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い
ラ
ン
テ
イ
ア
紹
介

☆
　
環
境
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
生
き
が
い

秦
泉
寺
　
昭
雄
（南
国
市
）

〓

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
始
め
た
き
っ
か
け

平
成
十
三
年
に

「苅
払
い
機
と
チ

ェ
ン
ソ
ー
の
講

習
会
」
に
参
加
し
た
時
、
社
団
法
人

『
高
知
県
森
と

緑
の
会
』
に
入
会
を
勧
め
ら
れ
入
会
。
そ
の
後
同
会

に
関
連
す
る
様

々
な
環
境
保
全
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〓

関
わ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
活
動

□
　
物
部
川
２．
世
紀
の
森
と
水
の
会

高
知
県
物
部
川
流
域
の
豊
か
な
水
と
森
づ
く

り
の
た
め
に
森

。
川

・
里

・
海
に
関
わ
る
流
域

住
民
と
団
体
が
手
を
組
ん
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

□
　
自
然
体
験
活
動
リ
ー
ダ
ー

子
供
達
が
森
や
野
で
遊
び
、
学
ぶ
機
会
が
消

滅
し
、
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な

っ
て
い
る

今
、
会
員
の
貴
重
な
体
験
や
知
恵
を
子
供
達
に

伝
え
、
交
流
と
親
睦
を
図

っ
て
い
ま
す
。

小
中
学
生
と
山
川
海
で
の
野
外
活
動

（飯
ご

う
炊
飯
や
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
等
ゲ
ー
ム

も
）
を
実
施
。

□
　
三
嶺
の
森
を
守
る
み
ん
な
の
会

県
下
最
大
の
貴
重
な
森
林
植
生
を
も

つ
三
嶺

の
樹
木
を
鹿
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
食
害
防
護

柵
設
置
等
の
保
護
活
動
を
実
施
。

□
　
森
林
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

物
部
川
２‐
世
紀
の
森
と
水
の
会
で
の
間
伐
や

植
林
等
の
作
業
を
実
施
。

□
　
安
徽
省
日
中
友
好
の
森
づ
く
リ
ネ

ッ
ト
ヮ
ー

ク高
知
県
の
国
際
協
力
団
体
と
し
て
二
〇
〇

一

年
五
月
に
結
成
さ
れ
、
中
華
人
民
共
和
国
安
徽

省

（高
知
県
の
姉
妹
県
）
で
毎
年

一
回
植
樹
活

動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

□
　
高
知
県
緑
サ
ポ
ー
タ
ー

高
知
県
の
豊
か
な
環
境
を
も
た
ら
し
て
い
る

樹
木
を
私
達
の
子
供
達
か
ら
そ
の
子
供
達

へ
と

永
遠
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
活
動
を
実
施
。

弱

っ
た
木
の
再
生

・
管
理
の
た
め
の
樹
木
医

セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し
て
い
る
。

□
　
森
の
元
気
お
助
け
隊

物
部
川
流
域
を
活
動
の
中
心
と
し
て
、
森
林

の
間
伐

。
整
備
を
積
極
的
に
進
め
、
県
上
の
保

全
と
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

□
　
吾
岡
山
文
化
の
森
環
境
整
備
推
進
会
議

南
国
市
吾
岡
山
周
辺
の
環
境
、
公
園
等
の
整

備

（間
伐

・
清
掃

・
遊
歩
道
の
補
修
）
及
び
庭

木
の
剪
定
講
習
等
を
実
施
し
て
い
る
。

〓

今
後
の
抱
負
等

気
が

つ
く
と
昨
年
は
延
べ
四
十
数
日
も
こ
れ
ら
の

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

山
の
作
業
は
結
構
苦
し
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
子

供
達
と
遊
ぶ
の
も
面
白
い
し

（国
立
室
戸
少
年
自
然

の
家
で
は
指
導
員
を
十
二
～
三
年
経
験
し
ま
し
た
）

き
れ
い
な
空
気
を
吸
う
こ
と
も
出
来
、
ま
た
身
体
を

動
か
し
て
い
る
と
ス
ト
レ
ス
な
ん
か
感
じ
ま
せ
ん
。

私
が
代
表
を
さ
せ
て
も
ら

つ
て
い
る

「安
徽
省
日

中
友
好
の
森
づ
く
リ
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
」
が
毎
年
行

っ

て
い
る
安
徽
省
で
の
植
樹
活
動
も
結
構
楽
し
い
も
の

で
す
。
中
国
で
は
隠
し
孫

（
２
０
０
６
年
に
我
が
家
に

一

週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
た
中
国
の
子
供
達
の
こ

と
で
す
。
今
で
も
何
人
か
と

ｅ
メ
ー
ル
で
文
通
し
て

い
ま
す
）
も
何
人
か
出
来
た
し
‥
Ъ

身
体
が
動
け
て
、
他
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
間

は
、
ず

つ
と
続
け
た
い
と
思

つ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
仲
間
に
ど
う
ぞ
。
興
味
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

≪ 安徽省林業庁副庁長等関係者の皆さん

との植樹 (左から二人目秦泉寺さん)≫

一-10-―



第 147号 四 友電国
△
ム 平 成 21年 7月

谷
本
喜
彦

（さ
ぬ
き
市
）

昭
和

５０
年
頃
、
電
子
交
換
機
の
訓
練
で
「中
央
制

御
装
置

（
ｃ
Ｐ
ｕ
）
の
ゲ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ク
３２
ビ
ツ
ト

で

。
・
。
と
」

訳
の
分
か
ら
な
い
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。
今
の
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
、
Ｖ
ｉ

ｓ
ｔ
ａ
技
術
で
や

っ
と
３２
ビ
ツ
ト
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
流
石
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
技
術
は
進
ん
で
い
た
の
で
す
ネ
。

要
は
「デ
ー
タ
を
３２
ビ
ツ
ト
毎
に
読
み
込
む
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
日
本
語
は

一
文
字

１６
ビ
ツ
ト
で
す
か

ら
、
二
文
字
分
が

一
度
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

以
前

の
パ
ソ

コ
ン
は
１６
ビ

ツ
ト
処
理
で
し
た
か

ら
、
処
理
速
度
が
倍
速
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
上
Ｃ

Ｐ
Ｕ
が
２
個
以
上
の
も
の
も
出
ま
し
た
。

そ
の
た
め
処
理
用
メ
モ
リ
ー

（
Ｒ
Ａ
Ｍ
）
は
大
容

量
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
が
判
ら
な
く
て
も
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ヨ
ン

ソ
フ
ト
の
操
作
が
出
来
れ
ば
十
分
パ
ソ
コ
ン
と
遊
ベ

ま
す
。
昭
和
６０
年
頃
は
保
全
管
理
や
予
算
管
理
を
如
何
に

早
く
正
確
に
処
理
す
る
か
で
、
表
計
算
ソ
フ
ト
の
マ

ル
チ
プ
ラ
ン
↓

ロ
ー
タ
ス
‐２３
↓

エ
ク
セ
ル
や
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｉ
ｃ
↓
ｖ
Ｂ
Ａ
ソ
フ
ト
な
ど
を
使
い
ま
し
た
。

職
場
に
ソ
フ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勿
論
集
合
訓
練

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｋ
活
動
で
は
説
明
書
片
手
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
操
作
を
指
導
も
し
ま
し
た
。

）「古
希
を
過
ぎ
た
今
」

「昔
と

つ
た
杵
柄
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
で
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
を

〃
さ
ぬ
き
弁

〃
丸
出
し
で
、
少
し
で
も
理
解
し
て
い

た
だ
こ
う
と
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

次
々
出
て
く
る
「カ
タ
カ
ナ
用
語
」
の
多
い
こ
と
多

い
こ
と

・
・
・
。
ど
の
よ
う
に
説
明
す
れ
ば
い
い
か

苦
労
し
て
い
ま
す
。

壊
れ
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
手
に
入
り
ま
し
た
。

近
々
分
解
し
て
本
体
の
中
身
が
見
え
る
よ
う
に
工
夫

し
、
簡
単
な
説
明
を

つ
け
て
教
材
に
使
お
う
ど
思

つ

て
い
ま
す
。

２
～
３
年
前
、
画
像
処
理
操
作
の
勉
強
会
で
各
自

パ
ソ
コ
ン
の
Ｒ
Ａ
Ｍ
不
足
は
ど
う
か
？
の
チ

ェ
ッ
ク

方
法
を
教
え
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
殆
ど
の
パ
ソ
コ

ン
が
Ｒ
Ａ
Ｍ
不
足
で
し
た
。
そ
の
増
設
は
全
て
私
が

行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
勉
強
の
た
め
時
々
タ
ス
ク
バ
ー
の
空
き

で
右
ク
リ
ッ
ク
「タ
ス
ク

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
ク
リ
ツ
ク

「パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス
」

タ
ブ
を
ク
リ
ツ
ク
し
て
、　
コ

ミ
ツ
ト
チ
ャ
ー
ジ
の
最
大
値
が
物
理
メ
モ
リ
ー
値
を

超
え
て
い
な
い
か
見
る
よ
う
習
慣
付
け
も
し
て
い
ま

す

父

Ｐ
の
場
〈
じ
。

Ｒ
Ａ
Ｍ
不
足
に
な
れ
ば
処
理
動
作
が
遅
く
な
る
か

ら
、
各
自
で
増
設
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

私
の
独
学
目
標
は
、
四
～
五
年
前
か
ら
計
画
し
未

だ
に
実
行
で
き
な
い
「動
画
編
集
」
で
す
。
ク
リ
ッ
プ

の
「配
置

・
編
集

。
合
成
」
処
理
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
処
理
能
力
は
速
く
な
り
、
専
用
ソ
フ

ト
や
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
類
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
編
集

に
は

一
日
以
上
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

今
は
ビ
デ
オ
の
ク
リ
ッ
プ
毎
に
簡
単
な
タ
イ
ト
ル

や
文
字
挿
入
、
サ
ウ
ン
ド
な
ど
を
合
成
し
た
ベ
タ
焼

処
理
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
に
転
送
し
て
い
ま
す
。

次
期
の
Ｏ
Ｓ
、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
７
が
今
年
Ｈ
月
頃

の
発
売
と
か
。
こ
れ
に
期
待
す
る
こ
と
で
、
ま
た
ま

た
今
年
も
計
画
倒
れ
に
な
り
そ
う
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
で
の
楽
し
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り

ま
す
が
、
私
は
国
内
外
旅
行
を
楽
し
む
た
め
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
観
光
地
の
状
況
を
事
前
勉
強
で
、

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
風
に
編
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
写
真
を

一
枚

一
枚
印
刷
す
る
の
は
変
化
が

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
切
り
貼
り
編
集

（
コ
ラ
ー
ジ
）

で
変
化
を
付
け
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
パ
ソ
コ
ン
指
導
者
と
し
て
あ
と
少
な
い
人

生
を
、　
ユ
ビ
キ
タ
ス
化

（
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
欲

し
い
情
報
が
得
ら
れ
、
大
量
の
情
報
を
交
換
で
き
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
環
境
を
作
る

こ
と
）
に
少
し
で
も
協
力
で
き
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま

す
。

*

≪解体したノートパソコンを教材として作成中》
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保

　

　

（徳
島
市

。
Ｓ
６３
退
）

我
が
家
の
健
康
に
つ
い
て
、
毎
日
お
茶
と
野
菜
ジ

ュ
ー
ス
を
、
お
茶
は
乾
燥
し
た
重
薬
、
杓
杞
、
紫
蘇

等
を
用
い
、
野
菜
は
無
農
薬
自
家
栽
培
の
レ
タ
ス
、

ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ヤ
ベ
ツ
、
ア
ロ
エ
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
、

こ
れ
に
リ
ン
ゴ
を
加
え
、
酸
化
防
止
の
た
め
酢
と
し

て
四
季
に
よ
リ
ス
ダ
チ
、
人
朔
、
金
柑
、
甘
夏
等
を

使
用
。
長
年
の
使
用
に
よ
り
体
調
も
良
好
で
、
検
査
結
果

も
殆
ど
正
常
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

我
が
家
の
健
康
は
重
薬
を
主
と
し
た
お
茶
と
野
菜

ジ

ュ
ー
ス
に
よ
り
保
た
れ
て
い
る
様
な
も
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
ず

つ
と
続
け
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
秋
山
　
清
子
　

　

（多
度
津
町
Ｓ
６０
年
退
）

皆
様
今
日
は
。
前
回
、
十
年
目
で
こ
の
頁
を
頂
い

て
、
又
十
余
年
た
ち
、
あ

っ
と
言
う
間
の
二
十
余
年
。

変
わ
る
事
な
く
の
ん
び
り
過
ご
し
て
お
り
ま
す

が
、
変
わ

っ
た
事
と
言
え
ば
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
速
度

が
ゆ
る
や
か
に
、
で
も
姿
勢
を
保

つ
事
と
大
股
は
心

掛
け

（見
栄

っ
張
り
）
、
フ
ア
ミ

コ
ン
グ
ー
ム

（古

い
）
が

つ
い
速
度
の
い
ら
な
い
麻
雀
ば
か
り
に
な

つ

た
り
、
太
極
拳
の
鐙
脚

（ド
ン
ジ
ヤ
オ
）
片
足
立
ち

で
ふ
ら

つ
く
と
チ

ヨ
イ
悲
し
い
‥
、

ン
」
れ
は
矢

つ

張
り
お
年
で
し
ょ
う
か
。

せ
め
て
介
護
を
受
け
な
い
た
め
に
と
ス
ト
レ
ツ
チ

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

昭
和

一
ケ
タ
、
ま
だ
ま
だ
ガ
ン
バ
リ

マ
ッ
シ
ョ
〃

◇
　
安
藤
　
　
明
　

　

（高
松
市

。
Ｓ
６‐
退
）

私
今
自
由
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
働
い
た
同
志
の
思
い

出
な
ど
有
難
く
思

っ
て
い
ま
す
。
今
は
家
内
と
共
に

の
生
活
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
と
し
て
十
年
前
か
ら
人
栗
寺

参
道
の
缶
ゴ
ミ
清
掃
を
月

一
回
、
十
五
名
ぐ
ら
い
で

し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
国
土
交
通
省
か
ら
道
路
の
美
化
に
尽
く
し

て
い
る
と
し
て
、
感
謝
状
と
盾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
長
も
し
ま
し
た
。

今
は
八
十
近
く
で
す
。

毎
日
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
御
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
池
田
　
　
朗

　

　

（高
松
市

。
Ｓ
６‐
退
）

四
年
前
、
無
事
喜
寿
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。退
職
後
に
始
め
た
写
経
も
今
で
は
五
千
五
百
完
余

り
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
に
四
国
人
十
人
力
所
霊
場
会
よ
り
先

達
公
認
を
頂
き
、
友
人
や
信
仰
仲
間
と
月

一
回
、
先

達
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
週
土
曜
日
に
は
人
栗
寺
参
道
を

一
時
間

か
け
参
拝
し
て
い
ま
す
。

私
の
健
康
法
は
速
足
歩
行
、
膝
の
屈
伸
、
足
の
前

後
振
り
等
の
運
動
を
日
課
と
し
、
健
康
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。

「鶴
は
千
年
亀
は
万
年
」
あ
や
か
り
た
い
も
の
で

す
。皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
　
池
田
　
ム
墾
ユ
　

　

（高
松
市

・
Ｈ
ｌ
退
）

退
職
し
て
二
十

一
年
に
な
り
ま
し
た
ρ

丁
度
そ
の
年
に
瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
の

「橋
上
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
渡
り
き
リ

コ
ー
ス
」

に
家
族
で
参
加
、
坂
出
か
ら
倉
敷
ま
で
瀬
戸
の
絶
景

に
勇
気
を
貰
い
、
足
の
痛
み
も
忘
れ
て
楽
し
く
元
気

に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
こ
と
が
、
今
で
も
思
い
出
と
し

て
残

っ
て
い
ま
す
。

退
職
後
は
関
連
会
社
で
約
十
年
ぐ
ら
い
軽
い
仕
事

を
続
け
ま
し
た
。

今
も
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
、
老

人
施
設
の
手
伝
い
、
市
街
地
清
掃
な
ど
少
し
で
も
社

会
に
役
立
て
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
事
で
は
診
療
所
の
福
井
先
生
に
お
世
話
に
な
り

な
が
ら
も
、
趣
味
の
囲
碁
を
し
た
リ
パ
ソ
コ
ン
教
室

に
在
籍
し
た
り
と
ボ
ケ
防
止
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

で
も
歳
に
は
勝
て
ず
、
数
年
前
に
右
眼
を
手
術
し

ま
し
た
が
、
車
の
運
転
に
は
困
ら
な
い
の
で
幸
い
と

思

つ
て
い
ま
す
。

五
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
妻
が
病
気
が
ち
で
入
院
し
た

り
、
退
院
後
も
治
療
の
た
め
の
通
院
の
送
迎
を
し
た

り
と
、
共
に
頑
張

つ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
小
野
　
　
障

　

　

（丸
亀
市

。
Ｓ
６２
退
）

私
が
退
職
す
る
と
き
先
輩
の
方

々
か
ら

「辞
め
て

３
～
５
年
は
健
康
管
理
に
気
を

つ
け
ろ
」
と
教
え
ら

れ
て
、
は
や
二
十
二
年
に
な
り
ま
す
。

特
に
こ
れ
と
言
う
事
も
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
車
を

持
た
な
い
私
を
ゴ
ル
フ
に
誘

っ
て
く
れ
る
友
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア

・
ハ
イ
キ
ン
グ
の
Ｏ
Ｂ
仲
間
の
良
き
友
に
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支
え
ら
れ
、
元
気
で
居
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
毎
日
で
す
。

一
日

一
巻
の
写
経
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
持
病

の
黄
斑
部
変
性
症
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
視
力
と
命

の
競
争
で
す
。

今
後
も
良
き
友
に
感
謝
し
な
が
ら
ゴ
ル
フ
と
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア

・
ハ
イ
キ
ン
グ
で
余
生
を
楽
し
み
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

他
生
の
縁
あ
る
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
、
ご
健
康

を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
　

　

合
掌

◇
　
塩
田
　
利
道

　

　

（高
松
市

・
Ｓ
６‐
退
）

こ
の
欄
で
、
皆
様
の
多
彩
な
生
き
方
を
拝
見
し
、

ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。

私
は
今
夏
で
七
十
九
才
に
な
り
ま
す
。
退
職
後
は

ヨ
ー
ガ
と
カ
ラ
オ
ケ
教
室
に
二
十
余
年
、
下
手
の
横

好
き
で
上
達
は
し
ま
せ
ん
。

昨
夏
、
思
い
が
け
な
く
心
臓
の
手
術
を
し
、
（結

果
は
成
功
）
今
は
カ
ラ
オ
ケ
を
細
々
と
続
け
て
い
ま

す
が
、
老
化
が
進
み
、
曲
を
覚
え
る
の
に
苦
心
中
。

こ
れ
に
毎
日
約

一
時
間
の
散
歩
と
、
庭
本
の
手
入

れ
等
で
結
構
退
屈
せ
ず
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
渋
川
　
　
昭

　

　

（徳
島
市

。
ｓ
６‐
退
）

私
は
現
職
四
十
二
才
の
時
に
心
筋
梗
塞
で
入
院
し

た
。
そ
れ
以
来
ス
ポ
ー
ツ
は
禁
止
さ
れ
、
運
動
は
散

歩
の
み
の
指
示
を
さ
れ
る
。

そ
こ
で
ス
ポ
ー
ツ
で
な
い
ゴ
ル
フ
を
志
し
、
趣
味

は
ゴ
ル
フ
だ
け
に
絞
り
、
八
十

一
才
の
今
日
ま
で
継

続
し
、
電
友
会
徳
島
の
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

（八
〇
会
）

ヽを
唯

一
の
楽
し
み
と
し
て
現
在
も
参
加
し
て
い
ま

す
。競
技
者
の
目
標
と
す
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
と

エ
イ

ジ
シ

ュ
ー
ト
も
幸
運
に
恵
ま
れ
て
達
成
し
、
昨
年
は

人
○
会
の
皆
様
か
ら
傘
寿
記
念

コ
ン
ペ
ま
で
開
催
し

て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
厚
情
に
対
し
て
今
後
も
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す

◇
　
下
田
　
　
勝

　

（土
佐
清
水
市

。
Ｓ
５９
退
）

退
職
し
て
二
十
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

５
、
６
年
前
に
膝
関
節
を
患
い
二
ヶ
月
ば
か
り
入

院
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
調
子
も
良
く
元
気
で
頑

張

つ
て
お
り
ま
す
。

何
よ
り
健
康
第

一
と

つ
く
づ
ぐ
感
じ
て
い
ま
す
。

妻
と
と
も
に
孫
達
と
時

々
会
え
る
の
を
楽
し
み
に

そ
の
日
そ
の
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
　
正
源
　
国
男
　
　
　
（高
知
市

。
Ｓ
６‐
退
）

退
職
し
て
い
つ
の
間
に
か
二
十
二
年
に
な
り
ま
し

た
。振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
走
馬
燈
の
よ
う
に
色

々
の

事
が
次
か
ら
次

へ
と
頭
の
中
に
甦

つ
て
、
楽
し
か
っ

た
こ
と
苦
し
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
思

い
出
さ
れ
ま

す
。年
月
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
、
七
十
代
の
時
期

に
は
体
力
、
気
力
と
も
だ
ん
だ
ん
弱

っ
て
き
た
と
思

い
ま
し
た
が
、
八
十
代
に
入
る
と
物
忘
れ
も
多
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

去
年
傘
寿
を
迎
え
た
六
月
、
胃
の
手
術
を
し
ま
し

た
が
、
幸
い
に
も
術
後
は
良
好
に
経
過
し
て
お
り
、

現
在
は
三
ヶ
月
毎
に
検
診
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

体
調
は
や
や
健
康
と
言

っ
た
と
こ
ろ
で
、
時
々
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
ほ
か
毎
週
四
日
、
約
２
時
間
の
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十
分
留
意
し
て
、
楽
し
く

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

◇
　
白
石
　
孝

一
　

　

（松
山
市

。
Ｓ
６２
退
）

私
は
今
、
左
目
が
物
が
歪
ん
で
見
え
る

「加
齢
黄

斑
変
性
症
」
に
な

っ
て
い
ま
す
。

原
因
は
網
膜
の
新
陳
代
謝
機
能
の
衰
え
を
補
う
た

め
に
生
え
て
き
た
脆
い
新
生
血
管
か
ら
血
液
成
分
等

が
漏
れ
て
、
視
細
胞
の
密
集
す
る
黄
斑
部
を
傷

つ
け

る
た
め
で
す
。

治
療
は
新
生
血
管
だ
け
に
集
ま
る
薬
品
を
注
射

し
、
特
定
の
レ
ー
ザ
ー
を
当
て
て
そ
の
化
学
反
応
に

よ
り
新
生
血
管
を
潰
す
方
法
を
数
回
繰
り
返
す
も
の

で
す
が
、
薬
品
の
副
作
用
を
心
配
し
た
り
、
薬
品
と

日
光
の
反
応
に
よ
る
火
傷
を
防
ぐ
た
め
、
日
中
の
外

出
を
避
け
る
な
ど
不
自
由
で
憂
鬱
な
月
日
が
当
分
続

き
そ
う
で
す
。

◇
　
末
光
　
幸
雄

　

　

（松
山
市

。
Ｓ
“
退
）

平
成
七
年

一
月
四
日
昼
前
、
道
後
か
ら
平
和
通
り

へ
入
る
と
き
、
改
造
前
の
上

一
万
の
電
車
線
路
上
で

単
車
が
ス
リ
ツ
プ
し
、
儒
の
内
側
に
座
席
が
の
し
か

か
り
、
十
日
程
は
動
き
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
転
車
通
勤
が
良
い
と
聞
け
ば
自
転
車
に
し
て
い

―-13-一
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た
が
、
二
月
末
で
退
職
し
て
か
ら
は
、
時
に
は
城
山

登
山
を
し
て
い
ま
し
た
。

出
来
る
か
ぎ
り
足
慣
ら
し
を
と
、
足
を
引
き
ず
り

な
が
ら
で
も
八
千
歩
か
ら

一
万
歩
を
目
標
に
歩
い
た

の
が
良
か
つ
た
の
か
、　
一
年
半
く
ら
い
で
完
治
し
ま

し
た
。
今
は

一
日
替
わ
り
に
八
千
五
百
歩
前
後
歩
い
て
い

ま
す
。

◇
　
杉
野
　
芳
弘

　

　

（松
山
市

。
ｓ
６‐
退
）

や

っ
と
今
年
で
八
十
才
の
傘
寿
と
な
る
。

定
年
退
職
と
な

つ
た
五
十
七
才
か
ら
二
十
三
年
が

経

つ
が
、
そ
の
間
有
意
義
に
過
ご
せ
た
だ
ろ
う
か
反

省
し
き
り
で
あ
る
。

近
年
は
糖
尿
、
前
立
腺
肥
大
、
心
不
全
と
あ
の
世

に
つ
な
が
る
大
病
を
連
発
し
た
が
、
な
ん
と
か
持
ち

こ
た
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
お
か

げ
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

六
時
起
床
、
六
時
半
か
ら
テ
レ
ビ
体
操
、
朝
食
パ

ン
、
七
時
半
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
出
か
け
る
鷹
子

公
園
に
、
五
人
か
ら
人
人
く
ら
い
の
お
友
達
が
集
ま

り
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
練
習
試
合
を
始
め
る
。

こ
れ
が
日
課
、　
一
万
歩
が
目
標
で
あ
る
。

◇
　
鈴
木
　
良
幸

　

　

（高
知
市

。
ｓ
６０
退
）

六
十
年
に
退
職
し
て
二
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

子
供
達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
ん
で
お
り
ま

す
。今
は
老
妻
と
二
人
助
け
合

っ
て
花
の
老
後
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。

私
の
楽
し
み
は
ゴ
ル
フ
で
す
。
先
日
上
京
の
折
に

は
、
婿
達
と
千
葉
の
ゴ
ル
フ
場

へ
行
き
ま
し
た
が
、

と
て
も
面
白
か

つ
た
で
す
。

ス
コ
ア
の
ほ
う
は
イ

マ
イ
チ
で
す
が
、
健
康
の
た

め
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
ラ
ウ
ン
ド
を
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
体
が
続
く
限
り
楽
し
ん
で
い
き
た
い

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
清
家
　
昭
夫

　

（宇
和
島
市

・
Ｓ
“
退
）

去
年
の
十
二
月
の
初
め
に
妻
が
病
院
に
い
つ
た
ら

心
臓
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
、
入
院
を
す
す
め
ら
れ

そ
の
ま
ま
入
院
し
ま
し
た
。

私
は
毎
日
付
添
を
し
て
い
ま
し
た
。

妻
が
退
院
す
る
２
～
３
日
前
に
も
付
添
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
私
が
椅
子
か
ら
す
べ
り
落
ち

て
寝
台
の
下
で
昏
睡
状
態
に
な

つ
て
い
た
よ
う
で

す
。妻
が
先
生
に
来
て
も
ら
い
、
私
の
ほ
っ
べ
た
を
何

回
も
た
た
い
て
私
が
目
を
覚
ま
し
た
時
、
先
生
が
私

に
生
年
月
日
を
尋
ね
た
の
で
答
え
ま
し
た
ら

「も
う

大
丈
夫
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
先
生
の
お
か
げ
で
命
拾
い
を
し
ま
し
た
。

◇
　
十
河
　
澄
子

　

（さ
ぬ
き
市

。
Ｓ
５８
退
）

記
憶
力
が
随
分
低
下
し
た
昨
今
だ
が
、
理
解
力
は

む
し
ろ
深
ま

っ
た
よ
う
に
思
う
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

。
ラ
ジ
オ
で
英
語
、
古
典
、
パ

ソ
コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
、
教
養
番
組
な
ど
テ
キ
ス
ト
代

の
み
で
学
べ
て
楽
し
い
。

時
に
は
講
師
の
先
生
に
恋
心
を
い
だ
く
自
分
が
い

て
お
か
し
い
。

）

ま
た
、
料
理
を
考
案
す
る
の
も
よ
い
。
褒
め
ら
れ

れ
ば
な
お
よ
い
。

六
十
五
才
を
こ
え
て
か
ら
成
功
率
は
人
割
く
ら

い
。
年
を
取
る
の
も
悪
く
は
な
い
。

今
後
は
心
を
澄
ま
し
て

「真
」
な
る
も
の
が
見
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
。

◇
　
一品
木
　
正
伸

　

　

（松
山
市

。
Ｓ
６３
退
）

平
成

５
年
頃
か
ら
旧
友

３
名
で
バ
ン
ド
を
結
成

し
、
老
人
保
健
施
設
約
二
十
力
所
を
順
次
訪
問
し
て

演
奏
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
ま

す
。日
課
と
し
て
は

一
週
間
に
２
回
程
度
の
要
望
が
あ

り
、
か
な
り
忙
し
い
日
程
で
す
。

約
十
年
前
に
脳
卒
中
で
倒
れ
た
私
に
と

つ
て
は
こ

の
活
動
が
心
身
の
リ

ハ
ビ
リ
と
思
い
毎
日
励
ん
で
お

り
ま
す
。

◇
　
一品
須
賀
　
明

　

　

（東
温
市

。
Ｓ
５６
退
）

私
も
八
十
才
を
越
え
、
二
年
前
に
妻
に
先
立
た
れ

寂
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
宮
総
代
、
老
人

会
会
長
を
引
き
受
け
、
農
業
に
も
従
事
し
、
お
陰
様

で
病
院
通
よ
い
を
す
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
体
力
の
衰
え
は
感
じ

つ
つ
、

ゴ
ル
フ
も
時

々
で
す
が
続
け
て
お
り
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
誘

っ
て
下
さ
い
。

◇
　
瀧
本
　
圭我
視

　

　

（高
松
市

・
Ｓ
６‐
退
）

退
職
し
て
早
や
二
十
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
健
康
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お

―-14-
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り
ま
す
。

現
在
も
毎
日
早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
続
け

「ふ
る

さ
と
を
歩
く
会
」
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
始
め
、

二
回
の
練
習
試
合
や
市
の
大
会
等
に
出
場
し
て
、

Ｂ
の
方
達
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

趣
味
の
写
真
の
方
は
相
変
わ
ら
ず

「
フ
イ
ル
ム
写

真
」

一
筋
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て
友
達
の
輪
が
広
が
つ
、

健
康
維
持
に
も

つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
喜
ん
で
お

り
ま
す
。

◇
　
武
井
　
由不
彦

　

　

（松
山
市

・
Ｓ
６０
退
）

元
気
で
す
。
今
年
の
二
月
傘
寿
を
迎
え
ま
し
た
。

晩
酌
も
毎
晩
少
量
で
す
が
進
ん
で
い
ま
す
。

就
寝
は
早
く
、
朝
起
床
は
５
時
３０
分
、
庭
の
清
掃
、

新
間
を
読
ん
だ
の
ち
、
道
後
の
椿
湯
に
通

っ
て
い
ま

す
。趣
味
と
し
た
パ
ス
テ
ル
画
は
最
近
は
進
ま
な
い
。

ト
シ
の
せ
い
か
。

嬉
し
い
こ
と
は
少
な
く
ハ
淋
し
い
こ
と
が
多
い
今

日
こ
の
頃
、
明
る
く
生
き
る
こ
と
に
努
め
た
い
。

皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

◇
　
竹
田
　
ツ
タ
ヱ
　

（松
山
市

。
ｓ
“
退
）

職
場
を
離
れ
て
二
十
年
も
過
ぎ
、
加
齢
と
共
に
健

康
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
は
高
血
圧
で
月

一
回
、
通
院
治
療
で
生
活
に

支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
独
り
暮
ら
し
な
の
で
認
知

一獅
ぎ
蝙

口 齢
瀦
け
週 っ
一 病
”
断
峨
議
謙
熱
ギ
剣
助
ゆ
一
湊

）
し
や
べ
り
を
、
ま
た
、
老
友
会
公
民
館
活
動
行
事
で

公
園
の
清
掃
、
運
動
会
、
お
誕
生
日
会
、
盆
踊
り
、

市
文
化
財
巡
り
、
介
護
予
防
教
室
、
旅
行
等
々
に
積

極
的
に
参
加
し
、
役
員
も
引
き
受
け
て
町
内
会
の
方

々
と
交
流
を
深
め
、
楽
し
く
日
々
を
過
ご
し
元
気
を

保

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
田
中
　
萬
木

　

（松
山
市

。
Ｓ
６‐
退
）

先
頭
車
両
が
あ
ま
り
に
も
ゆ

っ
く
り
走
る
の
で

一

粁
以
上
に
及
ぶ
車
両
が
数
珠

つ
な
ぎ
に
な

っ
て
い
る

の
に
出
く
わ
す
こ
と
が
時

々
あ
り
ま
す
。

後
続
車
は
追

い
越
し
車
線
に
た
ど
り
着
く
や
否

や
、
そ
れ
ま
で
我
慢
し
て
い
た
も
の
が

一
気
に
吹
き

出
し
、
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
は
避
け
、
後
方
車
両
に
道
を
譲

り
車
の
流
れ
に
順
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

『
人
の
ふ
り
見
て
我
が
ふ
り
直
せ
』
の
諺
を
自
覚

し
、
こ
こ
当
分
は
運
転
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

◇
　
谷
ノ
内
徳
成

　

　

（伊
予
市

。
Ｓ
６２
退
）

会
報
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

〃
私
は
今

〃
の
投
稿
者
が
次
第
に
若
く
な
り
、
直

近
で
は
平
成
二
桁
退
職
者
が
殆
ど
、
時
代
は
変
わ
り

か
け
て
い
ま
す
か
。

人
生
八
十
路
の
入
口
に
来
て
、
長
年
努
め
て
き
た

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
や
地
域
役
員
等
を
引
退
し
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
料
理
教
室
で
高
齢
者
の
友
愛
づ
く

り
、
そ
し
て
百
坪
余
り
の
畑
で
季
節
の
野
菜
作
り
な

ど
動
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
先
々
の
こ
と
は
風
ま
か

せ
。

長
男
家
族
４
人
、
次
男
家
族
５
人
は
そ
れ
ぞ
れ
本

州
居
住
で
、
年
二
回
程
度
の
顔
合
わ
せ
が
や

っ
と
。

我
が
家
は
老
妻
と
二
人
、　
一
病
息
災
頑
張

っ
て
い

ま
す
。

◇
　
谷
本
　
呻
正
　

　

（松
山
市

。
Ｓ
５７
退
）

昨
年
六
月
、
三
度
目
に
発
症
し
た
脳
梗
塞

（
一
度

目
は
平
成
四
年
二
月
の
脳
出
血
）
の
後
遺
症
が
予
想

以
上
に
厳
し
く
て
、
少
し
難
儀
し
て
お
り
ま
す
。

毎
回
少
し
ず

つ
歩
く
こ
と
を
基
本
に
、
リ

ハ
ビ
リ

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
や
む
な
く
中
断
中
の
ザ
ル

碁
同
好
会

へ
の
復
帰
が

一
日
で
も
早
か
ら
ん
こ
と
を

念
じ
て
い
る
昨
今
で
す
。

◇
　
田
村
　
政
明

　

　

（今
治
市

。
Ｓ
６２
退
）

平
成
七
年
に
元
気
じ
る
し
を
集
め
て
「ボ
ラ
の
会
」

を
作

っ
て
十
四
年
の
歳
月
が
流
れ
る
。

な
り
て
が
な
い
代
表
に
よ
だ
れ
く
り
く
り
眠
る
私

が
さ
れ
て
活
動
も
お
い
お
い
細
り
に
な

っ
て
い
る
。

一
つ
だ
け
継
続
し
て
い
る
の
は
、
米
軍
の
空
襲
で

死
亡
し
た
電
話
交
換
手
の
慰
霊

。
鎮
魂
祭
の
草
む
し

り
と
清
掃
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
今
治
ビ
ル
周
辺
の
樹
木
剪
定
の

緑
の
美
化
だ
け
は
継
続
で
き
て
い
る
。

最
近
で
は
訓
練
学
校

へ
行

っ
て
プ

ロ
に
な

っ
た
技

能
士
、
ノ
ン
プ

ロ
の
仲
間
が
で
き
て
、
出
来
映
え
が

一
段
と
見
事
に
な

っ
た
。

私
は
口
だ
け
の
手
伝
い
で
楽
に
な
り
ま
し
た
。

嬉
し
い
こ
と
に
平
成
２０
年
１２
月
に
西
日
本
電
信
電

話
株
式
会
社
愛
媛
支
店
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
を
肴
に
会
費
も
追
加
し
て
焼
き
鳥
に
酎
で

乾
杯
、
モ
ウ
ケ
ッ
コ
ー
ぐ
ら
い
呑
ん
で
楽
し
か

っ
た
。

○ 週
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私
の
腹
の
中
に
は

「酒
の
虫
」
が
住
み
着
い
て
い

て
、
じ
じ
い
の
武
勇
伝
は
数
々
ご
ざ
い
ま
す
。

〃
酪
酎
で
つ
か
ん
だ
枝
が
小
さ
過
ぎ

〃

◇
　
都
築
　
圭我
彦

　

　

（大
豊
町

。
Ｓ
６‐
退
）

毎
年
Ｇ
Ｗ
は
新
茶
摘
み
で
賑
わ
い
ま
す
。

高
齢
化
率
５２
％
の
町
に
各
地
か
ら
子
供
や
親
戚
が

応
援
に
駆
け

つ
け
ま
す
。

今
年
は
春
の
訪
れ
が
早
く
茶
摘
み
も
早
ま
る
の
で

は
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
収
穫
前
の
天
候
不
順
の
悪

影
響
も
少
な
く
、
我
が
家
は
９
名
で
茶
摘
み
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

後
継
者
の
育
成
を
兼
ね
、
茶
摘
機
の
操
作
は
交
替

で
行
い
ま
し
た
。

平
成
十
八
年

「本
場
の
本
物
」
に
認
定
さ
れ
た

「大

豊
町
の
碁
石
茶
」
は
統

一
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国
約

一
千

店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
と
し
て
皆
さ
ん
も
是
非

ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

◇
　
峰
本
　
宜
義

　

　

（伊
予
市

。
Ｓ
ａ
退
）

退
職
し
て
か
ら
ア
ツ
と
い
う
間
に
二
十
年
が
過

ぎ
、
元
気
で
傘
寿
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

地
元
で
広
報
委
員

一
年
、
広
報
区
大
字
総
代
四
年
、

広
報
区
大
字
監
事
を
七
年
務
め
ま
し
た
が
、
傘
寿
を

機
に
若
い
有
能
な
人
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

身
体
は
ま
あ
ま
あ
元
気
で
す
が
、
自
分
で
ボ
ケ
て

い
な

い
と
思

っ
て
い
て
も
物
忘
れ
は
名
人
級
で
す
。

今
年
も
ボ
ケ
防
止
と
ふ
れ
合

い
の
場
を
増
や
す
た

め
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
コ
ミ

・
カ
レ
」
の
講

座
を
で
き
る
だ
け
多
く
受
講
し
よ
う
と
申
込
み
の
準

備
を
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
土
岐
　
次
夫

　

　

（今
治
市

。
Ｓ
５７
退
）

い
つ
も
お
世
話
に
な

つ
て
お
り
ま
す
。

九
年
ほ
ど
前
か
ら
持
病
の
慢
性
膵
炎
と
付
き
合

っ

て
い
ま
す
。

◇
　
友
澤
　
良
子
　

　

（松
山
市

。
Ｓ
５３
退
）

昭
和
五
十
二
年
に
退
職
し
、
三
十
年
が
経
ち
ま
し

た
。何
か
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
を
と
思
い
、
結
婚
の

仲
人
を
細

々
と
続
け
て
お
り
ま
す
。

ま
と
ま

つ
た
時
の
若
い
二
人
を
見
る
と
、
私
ま
で

と
て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

趣
味
は
書
道
、
煎
茶
、
詩
吟
と
楽
し
み
、
最
近
は

老
人
会
の
活
動
や
友
人
と
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
や
温
泉
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
電
電
公
社
で
働
か
せ
て
頂
い
た
お
陰
だ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
中
川
　
　
洋

　

　

（松
山
市

・
Ｈ
３
退
）

四
年
前
か
ら
付
き
合

っ
て
い
る
持
病

（リ

ュ
ウ

マ

チ
）
の
ご
機
嫌
を
と
り
な
が
ら
何
と
か
身
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち

つ
つ
、
愛
媛
県
高
齢
者
大
学
同
期
会
の

役
員

（副
会
長
に
昨
年
に
引
き
続
き
二
年
目
就
任
）

の
仕
事
を
ボ
ツ
ボ
ツ
や
っ
て
い
ま
す
。

約
ニ
ケ
月
に

一
回
の
役
員
会
で
同
輩
と
世
間
話
に

時
間
の
経

つ
の
を
忘
れ
た
り
、
川
柳
句
会
で
お
互
い

）

に
感
想
を
述
べ
合
う
な
ど
し
て
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消

を
図
り
、
心
身
の
健
康
維
持
に
努
め
て
い
る
昨
今
で

す
。◇

　
中
野
　
弘
道

　

　

（松
山
市

。
Ｓ
６‐
退
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
。

退
職
し
て
早
や
二
十
年
を
過
ぎ
、
八
十
を
越
す
年

令
と
な
り
ま
し
た
。

循
環
器
系
統
の
三
回
の
手
術
を
は
じ
め
、
近
年
は

歩
行
困
難
と
い
う
お
ま
け
ま
で
つ
き
、
只
家
の
中
で

過
ご
す
毎
日
を
送

っ
て
い
る
状
態
で
す
。

健
康
が

一
番
、
皆
様
も
十
分
ご
自
愛
の
う
え
お
過

ご
し
下
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
中
村
秀
之
助

　

　

（大
月
町

。
Ｓ
６‐
退
）

故
郷
は
遠
く
な
り
に
け
り
。　
一
九
人
六
年
二
月
退

職
、
二
十
三
年
の
月
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
絆
で
あ
る

「電
友
会
会
報
」
、
そ
の

気
配
り
に
感
謝
し

つ
つ
拝
読
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
キ
ロ
人
家
な
し
、
海
に
面
し
た
山
の

一
角
に
住

み
、
ペ
ン
シ
ヨ
ン
を
続
け
て
二
十
二
年
。

訪
ね
て
下
さ
る
人
々
と
の
対
話
を
楽
し
み
に
、
何

と
か
元
気
に
や

つ
て
い
ま
す
。

月
日
の
経

つ
早
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

い
つ
幕
を
降
ろ
す
か
、
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。

◇
　
西
岡
視
乃
武

　

　

（松
山
市

。
Ｓ
６３
退
）

早
朝
、
道
後
周
辺
散
歩
、
帰
り
温
泉
で
汗
流
す
。

―-16-
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痛
風
発
生
後
、
好
き
な
ア
ル
コ
ー
ル
類
や
め
。

従
来
の
多
趣
味
は
喜
寿
後
、
殆
ど
や
め
、
今
は
水

彩
画

一
筋
、
同
僚
の
重
松
勝
さ
ん

（元
総
支
社
）
に

師
事
、
お
陰
様
で
市
シ
ル
バ
ー
展
金
賞
、
県
シ
ル
バ

ー
展
特
選
、
全
国
展

へ
。

県
展
五
年
連
続
入
選
、
昨
年
は
水
彩
画
最
高
賞
を

い
た
だ
く
。

今
年
六
月
東
京
都
美
術
館
で
行
わ
れ
る
日
本
水
彩

展
初
出
品
入
選
。

人
生
の
充
実
は
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
趣
味
を
持

つ
こ
と
と
思
い
、
日
々
楽
し
く
や

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
西
村
　
義

一
　

　

（宿
毛
市

。
Ｓ
６０
退
）

歩
く
お
遍
路
さ
ん
が
札
所
三
十
九
番
か
ら
四
十
番

へ
の
遍
路
み
ち

（土
佐
か
ら
伊
予

へ
）
山
越
え
山
道

入
口
貝
塚
地
区
に
お
り
ま
す
。
お
遍
路
さ
ん
と
は
よ

く
挨
拶
し
、
立
ち
話
も
し
ま
す
。

山
道
は
風
吹
け
ば
杉
の
枯
れ
枝
が
落
ち
る
の
で
拾

い
、
道
沿
い
に
は
古
い
遍
路
墓
も
あ
り
掃
除
も
し
ま

す
。ま
た
、
私
達
の
ジ

ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
で
二
粁
程
を

往
復
歩
い
て
い
ま
す
。

地
区
の
貝
塚
じ
ょ
う
も
ん
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
毎

月
、
皆
さ
ん
と
お
宮
の
掃
除
を
す
る
ほ
か
年
間
行
事

に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

昔
人
の
〃
年
に
は
勝
て
ん
〃
と
言

っ
た
事
を
思
い

出
し
、
家
内
と
日
々
の
健
康
に
つ
い
て
話
し
合
い
な

が
ら
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
橋
本
健

一
郎

　

　

（徳
島
市

・
Ｓ
５８
退
）

五
月
二
十
日
、
金
婚
式
で
飯
泉
知
事
か
ら
頂
い
た

）賞
状
と
高
砂
の
記
念
品
を
今
、
仏
間
に
飾
り
、
毎
日

眺
め
て
は
在
り
し
日
の
情
熱
と

ロ
マ
ン
を
偲
ん
だ
り

し
て
い
る
。

だ
が
地
方
公
務
員
を
定
年
退
職
し
た
妻
と
連
名
の

賞
状
は
、
妻
の
後
に
私
の
名
前
が
あ
り
、
何
だ
か
少

し
変
な
気
分
ノ

そ
の
少
し
前
の
二
月
五
日
、　
一
番
上
の
孫
が
東
京

女
子
医
大
の
内
科
医
と
結
婚
、
二
月
に
は
孫
娘
が
東

京
芸
大
で
博
士
号
を
取
る
。
よ
う
や
り
よ
る
わ
い
。

単
身
赴
任
が
多
か

っ
た
私
に
と

つ
て
、
今
や
家
内

は
宝
物
、
物
忘
れ
が
多
く
な

っ
た
私
だ
が
、
今
後
も

こ
の
宝
物
と
密
着
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思

っ

て
い
る
。

◇
　
桧
垣
　
圭
吾

　

　

（今
治
市

。
Ｓ
６０
退
）

い
つ
も
皆
様
の
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。私
も
退
職
後
し
ば
ら
く
は
健
康
に
恵
ま
れ
、
農
業

に
従
事
し
て
百
姓
を
楽
し
み
な
が
ら
、
平
凡
で
健
康

な
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
年
二

月
七
日
、
夕
方
六
時
頃
入
浴
中
、
突
然
に
脳
内
出
血

で
倒
れ
、
左
半
身
不
随
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
誰
か
の
援
助
が
な
け
れ
ば
自
分
の
体
を

動
か
す
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
と
な
り
、
介
護
を
受

け
な
が
ら
の
闘
病
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
自
由
に
な
ら
な
い
体
で
、
自
由
に
動
け
る
人
を

見
て
羨
ま
し
く
思

つ
た
り
眺
め
た
り
の
毎
日
で
す
。

今
は
毎
週
火

“
木
曜
日
は
歩
行
と
動
く
練
習
の
リ

ハ
ビ
リ
の
特
訓
に
脂
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
が
、
歩

行
も
動
き
も
な
か
な
か
前
に
進
ま
ず
、
頭
が
痛
む
の

と
目
が
廻
る
だ
け
で
す
。

倒
れ
る
ま
で
は
知
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
血
圧

の
高
い
こ
と
が
命
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
と
は
知
ら
一

ず
、
自
覚
症
状
が
殆
ど
な
い
た
め
、
大
変
な
病
気
と

は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
腎
不
全
な
ど
の

重
大
な
病
気
は
、
血
圧
の
高
さ
に
よ

っ
て
危
険
度
が

高
ま
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
血
圧
を
下
げ
る
こ
と

は
こ
の
よ
う
な
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
極
め
て
重

要
で
す
。

ま
ず
塩
分
を
減
ら
す
こ
と
、
生
活
習
慣
の
改
善
も

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
血
圧
降
下
の
た
め
に
は
減

塩
運
動
、
ス
ト
レ
ス

・
肥
満
の
解
消
、
節
酒
も
大
い

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

血
圧
の
高
い
人
は
放
置
せ
ず
に
医
者
と
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
高
血
圧
を
放
置
す
る
と
私
の
よ
う
な
身
体

障
害
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
理
解
し
て
、

主
治
医
の
指
導
に
従
い
、
健
や
か
に
老
い
た
い
も
の

で
す
。
今
は

一
人
ベ
ッ
ト
で
高
知
の
お
酒
の
う
ま
か

っ
た

こ
と
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

毎
晩
、
皆
で
行

っ
た
飲
み
会
、
一象
快
に
楽
し
く
銘

酒
の
美
味
さ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

夜
の
更
け
る
こ
と
、
帰
る
こ
と
も
忘
れ
、
ど
う
し

て
あ
の
よ
う
に
美
味
か

つ
た
の
か
、
懐
か
し
く
想
い

出
し
て
い
ま
す
。

◇
　
藤
川
　
道
男

　

　

（板
野
町

・
Ｓ
“
退
）

退
職
し
て
二
十
三
年
、
八
十

一
才
に
な
り
ま
し
た
。

十
六
年
前
に
心
筋
梗
塞
で
バ
イ
パ
ス
手
術
、
そ
の

後
も
度

々
の
心
臓
発
作
が
あ
リ

ニ
ト

ロ
を
常
時
携

帯
。ま
た
、
四
年
前
に
は
Ｃ
Ｔ
検
査
で
腹
部
大
動
脈
（解

離
）
を
発
見
、
十
数
年
続
い
た
夫
婦
で
の
ジ

ョ
ギ
ン
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グ
も
最
近
は
と
ぎ
れ
が
ち
で
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
で
始
め
た
山
野
草
が
五
〇
〇
鉢
余

り
、
そ
れ
が
今
で
は
ス
ト
レ
ス
の
原
因
か
も
。

二
病
息
災
、
上
手
に
生
か
し
て
無
理
を
せ
ず
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
　
一二
宅
　
康
之
　

　

（美
馬
市

・
Ｈ
４
退
）

毎
朝
六
時
頃
、
屋
根
上
の
太
陽
温
水
器
の
ス
テ
ン

レ
ス
製
側
面
に
カ
ラ
ス
が
自
分
の
顔
が
写
る
の
で
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
ク
チ
バ
シ
で
コ
ン
コ
ン
と
う
る
さ

く
ツ
ツ
ク
音
で
目
が
覚
め
ま
す
。

そ
れ
か
ら
約
二
時
間
、
庭
に
植
え
た
花
、
樹
、
垣

等
に
散
水
し
ま
す
。
夕
方
は
庭

一
面
の
草
取
り
に
追

わ
れ
ま
す
。

お
陰
様
で
元
気
で
す
。
毎
年
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
て
お
り
ま
す
が
、
た
ま
に
精
密
検
査
の
た
め

一
泊

ド
ツ
ク
に
な

つ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
部
正
常

に
来
て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ

。
Ｏ
Ｂ
会
長
、
事
務
局
長
、
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
会
長
、
部
落
で
は
神
社
総
代
、
班
長
、
会
計
と
担

当
し
、
忙
し
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
元
気
な
う
ち
は

頑
張
り
ま
す
。

◇
　
村
島
　
政
子
　

　

（徳
島
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

平
成
十
三
年
に
退
職
し
、
五
年
間
は
病
院
の
入
退

院
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

三
年
ほ
ど
前
に
良
薬
に
出
会
い
、
外
出
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

趣
味
で
始
め
た
俳
句
は
適
度
な
外
出
を
兼
ね
て
の

吟
行
も
あ
り
、
句
友
も
増
え
、
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
　
①
足
を
丈
夫
に
（足
が

一
番
大
切
）

②

一
日
に
二
人
以
上
の
人
と
言
葉
を
交
わ
す

（
レ
ジ

の
女
の
人
、
道
で
あ

っ
た
子
供
な
ど
誰
で
も
良
い
新

鮮
な
驚
き
も
必
要
）
　

③
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
摂

取
し
、
血
中
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
の
低
下
を
防
ぐ

（若

さ
を
保

つ
）
を
実
践
し
て
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン

グ
を
歩
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
森
永
　
俊
樹

　

（東
か
が
わ
市

・
Ｈ
２
退
）

昨
年
の
五
月
末
で
第

一
線
を
退
き
、
今
は
週
に
二

日
程
度
会
社
に
顔
を
出
し
、
後
は
地
域
で
役
立

つ
こ

と
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
と
複
数

の
会
に
所
属
し

て
、
地
域
の
人
達
に
話
し
を
聞
か
せ
て
も
ら

つ
た
り
、

時
に
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
お
り
ま
す
。

地
元
に
も
足
腰
の
強
い
優
良
企
業
も
あ
る
の
で
、

若
者
が
定
着
し
て
お
祭
り
と
か
行
事
に
多
く
参
加
し

て
く
れ
る
こ
と
を
夢
み
て
、
協
力
し
て
い
こ
う
と
思

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
吉
田
フ
ジ
子
　

　

（徳
島
市

。
Ｓ
５５
退
）

在
職
中
病
弱
の
た
め
、
八
十
路
の
命
を
賜
る
と
は

夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
並
み
の
体
に
な
り
た
い
と
、
長
年
操
体
法
、
気

功
法
を
続
け
て
き
た
結
果
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

操
体
法
と
は
自
分
の
体
に
聞
い
て
、
気
持
の
よ
い

方
向

へ
動
か
し
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
痛
み
や
こ

り
を
取
る
自
己
治
療
法
で
す
。

気
功
法
は
気
の
フ
イ
ー
ル
ド
に
包
ま
れ
環
境
と
調

和
し
て
心
身
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
鍛
錬
、
健
康
、

癒
し
と
し
て
の
健
身
法
で
、
医
療
気
功
は
軟
気
功
で

中
国
医
師
の
指
導
に
よ
る
気
功
で
す
。

不
調
を
訴
え
困

っ
て
い
る
方
に
は
操
体
と
気
功
を

）

会
得
し
て
い
た
だ
き
、
共
に
感
謝
の
日
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇
　
好
原
　
四
郎

　

　

（佐
川
町

。
Ｓ
６‐
退
）

退
職
し
て
二
十
数
年
、
年
令
も
大
台
に
な
り
ま
し

た
。昔
か
ら
ピ
ー
ス
だ
け
の
五
十
年
、
そ
の
報
い
か
賞

味
期
限
？
が
過
ぎ
た
の
か
、
最
近
は
好
き
な
旅
行
や

川
漁
が
無
理
に
な
り
ま
し
た
が
、
病
院
通
い
の
な
い

時
は
腰
痛
に
む
ち
打
ち
、
酸
素
ボ
ン
ベ
と

ニ
ト
ロ
携

行
で
野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

足
腰
立
た
ず
、

口
と
腹
だ
け
が
立

つ
体
で
す
が
、

同
居
人
は
細
く
長
く
生
き
て
く
れ
と
、
車
で
山
菜
採

り
や
漁
や
日
帰
り
旅
行
に
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
ま
す

の
で
、
生
き
生
き
百
才
体
操
等
を
し
て
頑
張

つ
て
い

ま
す
。
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☆
　
、コ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

「
八

一
会
」

河
瀬
　
誠

一

（高
松
市
）

「人

一
会
」
は
今
年
で
発
足
２９
年
目
と
な
る
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
で
す
。

１
９
８
１
年

（昭
和
５６
年
）
に

「゙
コ
ル
フ
愛
好
会
」

と
し
て
呼
び
か
け
、
発
足
年
に
併
せ
て

「人

一
会
」

と
呼
称
し
、
ゴ
ル
フ
を
愛
し

。
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

。

会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、

日
頃
の
健
康
管
理
と
練
習
成
果
を
競
い
合
う
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
と
し
て
発
展
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

例
会

コ
ン
ペ
は
、
２
月
と
８
月
は
休
会
と
し
い
年

間
１０
回
を
休
ま
ず
続
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

来
年
１
月
に
は
第
３
０
０
回
記
念
大
会
を
予
定
し

て
お
り
、
記
念
に
残
る
大
会
と
す
る
た
め
、
会
員
か

ら
の
意
見

・
要
望
を
聴
取
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

例
会

コ
ン
ペ
は
、
近
年
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
を
退
職
後
も

年
金
支
給
開
始
年
齢
と
の
関
わ
り
等
か
ら
仕
事
を
続

け
ら
れ
る
会
員
に
配
慮
し
た
曜
日
別
開
催
や
、
従
来

の

「パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ー
ス
」
か
ら
、
昨
今
の
ゴ
ル
フ

事
情
を
踏
ま
え
た
比
較
的
経
済
的
で
、
か
つ
ゴ
ル
フ

の
醍
醐
味
が
満
喫
で
き
る

「本

コ
ー
ス
」

へ
の
シ
フ

ト
。
ま
た
、
全
県
か
ら
参
加
し
易
い
場
所

。
安
く
て

サ
ー
ビ
ス
の
良
い

（副
賞
の
提
供
を
含
む
）
ゴ
ル
フ

場
の
選
定
を
行
い
、
参
加
し
て
良
か

っ
た
と
感
じ
て

い
た
だ
く
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
例
会

コ
ン
ペ
の
平
均
参
加
人

員
は
約
４０
名

（
１０
組
）
で
、
特
に
４
月
は
４８
名

（
１２

組
）
で
締
め
切
ら
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
大
盛
況
を

得
て
い
ま
す
。

会
員
構
成
は
、
お
元
気
で
パ
ワ
ー
溢
れ
る
シ
ョ
ッ

ト
や
絶
妙
な
技
術
を
持
ち
合
わ
せ
た

８０
歳
代
が

３

名
、
年
を
感
じ
さ
せ
な
い
プ
レ
ー
を
す
る
７０
歳
代
が

２８
名
、
華
や
か
な
女
性
会
員
数
名
で
、
４
月
末
現
在

の
会
員
数
７９
名
が
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
我
が

「人

一
会
」
は
万
年
目

を

一
つ
の
通
過
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

「親
睦
と

愛
好
、
そ
し
て
健
康
増
進
」
を
確
認
す
る
サ
ー
ク
ル

と
し
て
ず

つ
と
守
り
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ま
れ
た
い
方
の
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

☆
　
入
会
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い

□
　
香
川
電
友
会
事
務
局

８

（
０
８
７
）
８
３
９

１
９
１
５
０

□
　
人

一
会
事
務
局

８

（
０

８

７
）

８

８

６

《ゴルフサークル「八―会」のコンペ参加者の皆さんで〃ハイポーズ ″≫

☆
　
茶
道
部
な
ご
み
会

藤
本
　
清
治
　
（徳
島
市
）

な
ご
み
会
は
〃
和
を
も

つ
て
尊
し
と
成
す

〃
を
引

用
し
、　
一
碗
か
ら
ピ
ー
ス
フ
ル
ネ

ス
ヘ
と
努
力
し
て

行
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

例
会
は
毎
月
第

一
。
二

・
三
の
火
曜
日
と
第
四
金

曜
日
に
徳
島
市
中
洲
町
に
あ
る
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
び
ざ
ん

の
和
室

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
洲
ビ
ル
内
）
に
同
好
者
が
寄
り

合

っ
て
、
お
い
し
い
和
菓
子
を
ほ
お
ば
り
、
茶
完
を

振

っ
て
い
ま
す
。

毎
年

一
月
の
初
釜
に
は
約
二
十
名
の
会
員
が
集
い

農
茶
薄
茶
を
点
て
て
満
喫
し
て
い
ま
す
。

な
ご
み
会
は
、
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
び
ざ
ん
の
開
設
と
同

‐

０

４

４

５
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時
に
発
足
し
、
共
済
会
の
支
援
と
そ
の
後
の
電
友
会

の
援
助
で
平
成
二
年
か
ら
現
在
ま
で
、
お
お
よ
そ
十

八
年
継
続
し
て
い
ま
す
。

和
敬
清
寂
と
か

一
期

一
会
な
ど
の
理
屈
を
抜
き
に

し
て
、
友
達
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
で
、
退
職
後
の
生
き
甲
斐
を
感
じ
て
参
集
し
て

い
ま
す
。

茶
道
の
各
流
派
の
枠
を
こ
え
、
ま
た
、
入
門
者
と

ベ
テ
ラ
ン
の
ラ
ン
ク
を
越
え
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

|

＝

大
腸
内
視
鏡
検
査
の
お
勧
め

＝

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山
病
院

内
科
主
任
医
長

　

中
村
早
苗

〃
毎
年
便
潜
血
検
査

を
受
け
て
い
た
の
に

。

・
・
で
も
、
大
腸
内
視

鏡
検
査
だ
け
は
受
け
て

い
な
か
っ
た

〃
と
た
め

息
と
と
も
に
つ
ぶ
や
か

れ
る
大
腸
進
行
が
ん
の

患
者
様
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
代
表
的
な
症
状
で
あ
る
血
便
、
便
が
細

く
な
る
、
残
便
感
、
腹
痛
、
下
痢
と
便
秘
の
繰
り
返

し
な
ど
の
症
状
で
は
な
く
、
上
腹
部
不
快
感
を
訴
え

て
来
ら
れ
、
検
査
の
結
果
、
大
腸
が
ん
が
肝
臓
に
転

移
し
て
い
た
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
の
患
者
様
の
場
合
、
過
去
の
健
診
時
に
す
で
に

大
腸
が
ん
、
あ
る
い
は
前
が
ん
状
態
の
ポ
リ
ー
プ
は

あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
出
血
や
便
通
異
常
、

他
の
臓
器

へ
の
転
移
を
伴
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
不
運
に
も
健
診
日
の
便
に
病
変
か
ら
の
出

血
が
な
く
、
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
機
会
を
逃
が
し

て
し
ま

っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
進
行
し

て
初
め
て
上
腹
部
不
快
感
が
出
現
し
、
こ
の
時
に
は

便
潜
血
は
お
そ
ら
く
陽
性
で
あ
り
、
注
意
し
て
観
察

す
れ
ば
、
肉
眼
的
に
も
血
液
の
混
入
が
あ

っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

過
去
に
経
験
し
た
症
例
で
す
が
、
職
場
の
同
僚
が

大
腸
進
行
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
た
め
、
心
配
に
な

っ

て
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
進
行
が
ん

が
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
患
者
様
は
全
く
自
覚
症
状
は
な
く
、
健
診
で

便
潜
血
検
査
に
ひ
つ
か
か

つ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
非
常
に
幸
運
な
方
と
い
え
ま
す
。

そ
も
そ
も
便
潜
血
と
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、

便
に
血
が
潜
ん
で
い
る
状
態
で
す
。
便
潜
血
検
査
は

主
に
大
腸
以
後
の
消
化
管
で
出
血
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
見
る
検
査
で
す
の
で
、
痔
か
ら
の
出
血
に
て
も

陽
性
に
な
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
陽
性
で
あ
れ
ば
何
ら
か
の
出
血
を
伴

う
病
変
が
あ
る
こ
と
は
確
実
で
す
の
で
、
大
腸
内
視

鏡
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

一
方
、
陰
性
で
あ

つ
た
場
合
も
注
意
が
必
要
で
す
。

前
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、
陰
性
と
い
う
こ
と
は
、

大
腸
に
病
変
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

四
十
才
を
迎
え
る
こ
ろ
に
な
り
ま
す
と
、
将
来
大

腸
が
ん
に
な
り
う
る
ポ
リ
ー
プ
が
存
在
す
る
可
能
性

が
高
く
な

っ
て
き
ま
す
。

多
く
の
大
腸
が
ん
は
良
性
の
腫
瘍
で
あ
る
〃
腺
腫

〃
と
呼
ば
れ
る
隆
起
、
す
な
わ
ち
大
腸
ポ
リ
ー
プ
か

ら
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ポ
リ
ー
プ
か
ら
発
生
し
な
い
が
ん
、
す
な

わ
ち
隆
起
を

つ
く
ら
ず
に
平
坦
な
ま
ま
、
最
初
か
ら

が
ん
化
し
て
い
る
〃
デ
ノ
ボ
が
ん
〃
と
呼
ば
れ
る
大

腸
が
ん
も
あ
り
ま
す
が
、
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
視
鏡
検
査
時
に
こ
の
腺
腫
が
発
見
さ
れ
た
場
合

≪OBサ ロンびざんの和室で開催している茶道部「なごみ会」例会の一コマ≫
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は
、
前
が
ん
状
態
と
し
て
摘
出
し
ま
す
。
こ
れ
が
も

っ
と
も
理
想
的
な
大
腸
が
ん
予
防
と
い
え
ま
す

自
覚
症
状
の
有
無
、
便
潜
血
検
査
の
結
果
に
か
か

わ
ら
ず
、
四
十
才
を
越
え
た
な
ら
ば
、　
一
度
は
大
腸

内
視
鏡
検
査
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
お
す
す
め
す
る
の
に
は
さ
ら
な
る
理
由

が
あ
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
、
早
期
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン

ト
近
く
完
治
し
ま
す
が
、　
一
般
的
に
は
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が

っ
て
、
無
症
状
の
時
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
で
あ
れ
ば
、
内
視

鏡
的
に
摘
出
で
き
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し

た
。こ
れ
ら
を
放
置
し
て
お
く
と
、
自
覚
症
状
が
出
現

す
る
頃
に
は
、
進
行
が
ん
に
至
り
、
し
か
も
肝
臓
、

肺
、
リ
ン
パ
節
転
移
を
伴

っ
て
い
る
確
率
が
格
段
に

た
か
く
な
り
ま
す
。
転
移
の
状
況
に
よ

つ
て
は
根
治

的
な
手
術
が
不
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
は
化
学
療
法
の
適
応
に
な
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
皆
さ
ん
の
大
腸
内
視

鏡
検
査
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
〃
苦
し
い
、
痛
い
、

怖
い
、
恥
ず
か
し
い
〃
と
い
っ
た
も
の
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
内
視
鏡
機
器
の
改
良
、
術
者
の

技
術
の
向
上
と
普
及
、
安
全
性
の
確
立
は
数
十
年
前

と
比
較
す
る
と
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

実
際
受
け
て
み
ら
れ
る
と
、
胃
内
視
鏡
検
査
よ
り

も
楽
で
あ

つ
た
と
言
わ
れ
る
患
者
様
の
ほ
う
が
多
い

印
象
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
恥
ず
か
し
い
と
思
わ
れ
る
女
性
の
方
も
、

当
院
も
含
め
、
女
性
の
内
視
鏡
専
門
医
は
ど
ん
ど
ん

）増
え
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
女
性
医
師
を
ご

指
名
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
大
腸
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
は
ご
自

身
の
節
制
が
必
要
で
す
。
過
度
の
飲
酒
、
喫
煙
を
控

え
る
こ
と
は
ど
の
疾
患
の
予
防
に
も
共
通
す
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
肉
食
、
特
に
牛
肉
、
加
工
肉
及
び
乳

製
品
の
過
度
の
摂
取
は
控
え
、
野
菜

・
穀
物
を
中
心

と
し
た
和
食
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
胃
腸
を
冷
や
す
こ
と
は
、
免
疫
力
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
暑
い
季
節
で

も
体
温
程
の
飲
み
物
を
摂
取
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
。
特
に
自
湯
が
お
す
す
め
で
す
。

結
論
と
し
て
、
大
腸
が
ん
予
防
は
節
制
と
四
十
才

か
ら
の
大
腸
内
視
鏡
検
査
が
基
本
で
す
。

検
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
院
内
科
に
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

=コ
・¬く7のすすめ
憑嘔儡鰤睾鵞κ鰈蝙診平抒趙

「エコドライブ 準備編」をご紹介します。できることから実践して

15%～ 20%の燃費改善を目指しましょう。

な 畿ぽ診瘍躁蝙蝙蝙、は轟織:こ番轟響鬱

護タイヤの空気麗は適正に :点検罐難鶴 こ旗め‡通しよう機
・空気圧が適正値より0_5kg/   た場合 2%～4%燃費が悪化。
・安全運転のためにもこまめに点検・整備しよう。

醸 贔鑽辣櫃洟烙雉蝙鑢聾釉R―‐菫轟蝙

雖醸掛ける鵞‡通話爾藤鶴鐘して、渋滞 =工事構轍響 置ックしよう機
=一時間のドライブで10分道に迷うと約 14%燃料を浪費します。
・地図やカーナビを使つてスムーズに目的地に行こう。

・通動時間等渋滞が予想される時FHl帯のドライブ:ま避けよう。
・カーラジオで交通情報をチェックしよう。

アイドリングを薫(そう

-21-
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Fイ ドリングななくそう

+-J*-Y,f *X6X *xs.tt*$-1,..i!

瞼。

絋.

=コ
・¬く70すすめ
慾晰鰊眩は警咤膊糀膠σ7核

夏です。曲や海ヘドライブの季節がやつてきました。

地球と財布にやさしく安全運転にもなるIEコドライブを始めましょう。

「エコドライブ 運転編」をご紹介します。できることから実践して15%～ 20%の燃費改善を
目ざしましょう。

罐警 ぶんわリスタート『eヌ畿―卜濾
【やさしい発進に心がけましょう】
・最初の5秒で20km/hを 目安に発進しよう。
・急発進は燃料の無駄遣い。ふんわリスタートで、

10%程度の燃費が改善します。

雛目距藤 空けて余櫂鰊鶉雉隧

【車間距離は余裕をもつて、交通状況に応じた定速走行に努めよう】
・前の車との距離をつめるとムラの多い運転になります。

・力E減速が多いと2～6%燃費が悪化します。
・車間距離をとつてゆつたり気分で運転すれば安全運転にもなります。

早めのアクセルオプ魏巡KK颯礫
【エンジンブレーキを積極的に使おう】
・先の信号が赤のとき:ま早めにアクセルから足を離し、惰性で走行しよう。

・アクセルオフで燃料供給がストップし、2%程度の燃費が改善されます。

エアコンの健轟鰺は冬雹陵

【車内を冷やし過ぎないようにしよう】
・気象条件に応じこまめに温度調整しよう。

'夏場には車内の冷やしすぎにご注意。
,外気25°Cでエアコンを使用すると12%程度燃費が悪化します。

5,アイドリングストッ抒《颯脩鋏》
【無用なアイドリングIまやめよう磯
=待合せ、荷物の積み下ろし、自販機での買物などでもエンジンストップ。

・10分間のアイドリングで1 30cc程度燃料を浪費します。

疹。 理機運転は不要
【エンジンをかけたらすぐ出発しよう】
・現在のガソリン車は暖機不要です。

・5分間の暖機で1 60cc程度燃料を浪費。

4.

||■ ■ |||:|||||111:|■ |:':|
‐   ,||,|||サ :● ::|:||::||

|     `,  ||`|11‐ || |||||||||||111:1  ,11
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☆
　
Ｈ
２‐
年
度
『
介
護
予
防
教
室
』
の
ご
案
内

＝
元
気
を
持
続

′
″

い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
＝

テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
（株
）
四
国
支
店
で
は
、
社
会

貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
年
度
よ
り
介

護
予
防
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
八
年
間
実
施
し
て
き
た
家
庭

介
護
教
室
か
ら
、
介
護
予
防
教
室

へ
変
更
し
、
介
護

予
防
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

介
護
予
防
と
は
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
を
未
然

に
防
止
し
た
り
、
ま
た
今
は
介
護
が
必
要
で
も
出
来

る
だ
け
体
の
機
能
を
改
善
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

今
年
度
の
介
護
予
防
教
室
は

『
元
気
を
持
続
／
い

つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
過
ご
す
た
め

に
』
を
テ
ー

マ
に
各
県

一
回
開
催
い
た
し
ま
す
。

教
室
の
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
介
護
概
要

・
認
知

症
予
防
に
つ
い
て
の
講
義
と
、
介
護
予
防
運
動
を
行

い
ま
す
。

と
て
も
役
に
立

つ
内
容
と
な

つ
て
お
り
、
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ぜ
ひ
ご
受
講
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

参
加
申
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
に
は
詳
し
い

内
容
を
お
送
り
し
ま
す
。

皆
様

の
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
①
　
開
催
日
時
　
　
次
表
の
と
お
り

②
　
開
催
場
所
　
　
次
表
の
と
お
り

募
集
人
員
　
　
各
教
室
二
〇
名

（先
着
順
）

受
講
料
　
　
　
鉦
小　
料

※
介
護
予
防
教
材
＝
自
宅
で
運
動
が
で
き
る

セ
ラ
バ
ン
ド
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

申
込
締
切
日
　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

介
護
予
防
教
室
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
開
発

し
ま
し
た

「介
護
予
防
シ
ス
テ
ム

（健
診
か
ら
運
動

指
導
ま
で
の
介
護
予
防
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る

映
像

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
）
は
つ
ら

つ
製
造

器
」
を
利
用
し
ま
す
。

一■
り
一

④ ③

☆
　
「Ｎ
Ｔ
丁
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山
」

第
五
回
総
会
開
催

四
月
十
六
日
、
伊
予
鉄
会
館
に
お
い
て

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山
」
の
第
五
回
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

総
会
で
は
平
成
二
十
年
度
の
活
動
報
告
及
び
平
成

二
十

一
年
度
の
活
動
方
針

（案
）
に
つ
い
て
討
論
が

行
わ
れ
た
後
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十

一
年
度
の
活
動
内
容
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（活
動
内
容
）

①
　
職
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

訪
問
活
動

。
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

②
　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

福
祉
施
設
等
の
訪
問

・
地
域
で
の
福
祉
活
動
等

県 別 開 催 日 会   場 内  容

愛 媛

H21年 9月 16日 (水 )

13100-16:00

〔ニチイ学館松山教室〕

松山市三番町 446

松山センタービル 2号館 4F

〔講義〕

El介護概要

・介護保険、介護予防について

□認知症予防

=「おたつしや21慮知症予防

〔実技〕

El介護予防運動

・「おたつしや21」口控機能

・はつらつ体操

・セラバンドを用いた運動

香 川

H21年 10月 21園 (水 )

13100-16:00

〔ニチイ学館高松教室〕

高松市寿町 24-20

高松センタービル 10F

徳 島

H21年 11用 27日 (金 )

13100´ -16:00

〔ニチイ学館徳島教室〕

徳島市六百屋町 326

大同生命徳島ビル7F

高 知

H21年 12月 7日 (月 )

13100～ 16100

Eニチイ学館高知教室〕

高知市本阿 2-234

明治安田生命ビル 6F

―-23-―
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③
　
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
活
動
の
推
進

松
山
市

「社
協

。
ボ
ラ
連
」
行
事

へ
の
参
加
等

今
年
度
も
引
き
続
き
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等
の
活

動
に
と
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【お
申
込
み
口お
問
い
合
わ
せ
先
】

◇
　
テ
ル
ウ

エ
ル
西
日
本

（株
）
四
国
支
店

厚
生
福
祉

。
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
営
業
部

福
祉
共
済
担
当

‥
岡
田

容
　
〇

一
二
〇
―
七
四
四
―
四
〇
〇

☆
　
瑞
宝
双
光
章
　
　
宇
都
宮
　
祝
　
様

（三
木
町
）

授
草
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（故
人
の
お
名
前
）
　
　
　
　
（逝
去
年
月
日
）
　
　
（享
年
）
（生
前
居
住
地
）

森
本

道

様
　
２‐

．
７
・
４
　
７３
　
い
の
町

〃
チ
ョ
ー
サ

〃
海
渡
行正
木
　
康
晴

（徳
島
市
）

日
和
佐
八
幡
神
社

（徳
島
県
美
波
町
）
の
秋
祭
り
は

町
内
会
毎
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
太
鼓
屋
台
が
競

っ
て

大
浜
海
岸

へ
練
り
出
し
、
一象
快
な
海
渡
行
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
太
鼓
屋
台
は
日
和
佐
で
は

”
チ

ヨ
ー
サ

“

と
呼
び
、
寛
政
七
年

（１
７
９
５
年
）
に
日
和
佐
の

戎
町
で
最
初
の
屋
台
が
作
ら
れ
た
と
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。
現
在
で
は
主
な
町
内
会
で
８
台
の
チ

ョ
ー
サ
が
保

有
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
御
神
輿

・
ギ
ャ
ル
御
輿
な
ど

が
あ
り
、
毎
年
神
社
境
内
や
大
浜
海
岸
で
勇
壮
な
祭

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

そ
の
美
波
町
日
和
佐
を
舞
台
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ

ビ
小
説

”
ウ

エ
ル
か
め

“
の
収
録
が
倉
科
カ
ナ
さ

ん
の
主
演
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
２８
日
か
ら
の

テ
レ
ビ
放
送
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

四
国
電
友
会
会
報
　
第
百
四
十
七
号

発
　
行
　
　
平
成
二
十

一
年
七
月

一
日

編
　
集
　
　
電
友
会

四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四

‐
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

電

　

話

　

　

（〇
八
九
）
を

二
↑

二
〇
壬

二

印
　
刷
　
　
株
式
会
社
　
ド
ル
ッ
ク

☆

瑞
宝
双
光
章
　
有
田

☆

瑞
宝
単
光
章
　
中
平

☆

瑞
宝
単
光
章
　
関

幸
久
　
様

淑
彦
　
様

文
昭
　
様

（愛
媛
県
）

高
田
　
静
子
　
様

山
本

　
一
雄
　
様

山
根
　
保
之
　
様

真
鍋
　
　
祝
　
様

有
田
　
幸
久
　
様

篠
浦
英
太
郎
　
様

二
宮
　
輝
義
　
様

相
原
　
　
孝
　
様

西
川
　
銀
治
　
様

渡
邊
　
　
勝
　
様

桑
村
　
智
明
　
様

（香
川
県
）

多
田
　
誠
子
　
様

河
田
　
秋
義
　
様

池
上
美
代
子
　
様

脇
　
シ
ゲ

コ
　
様

近
藤
　
恭
平
　
様

（徳
島
県
）

武
市
　
　
弘
　
様

楠
　
　
義
春
　
様

焚
斗
谷
美
代
子
様

（高
知
県
）

宮
崎
　
鶴
雄
　
様

寺
山
　
啓

一　

様

溝
渕
　
し不
俊
　
様

）

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

八
幡
浜
市

松
山
市

松
山
市

丸
亀
市

丸
亀
市

高
松
市

丸
亀
市

丸
亀
市

徳
島
市

藍
住
町

徳
島
市

四
万
十
市

高
知
市

安
芸
市

:   |こ            i
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あなたの人生の鮭鋳1警|たごもき幸か1華避議鶴蔵喪|こ
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